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高木病院は救急告示指定病院です。急患の方は24時間（日曜・祝日を含む）診療に応じます
高木病院小児科では３６５日時間外に対応して、24時間救急・診療を行っています
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がんセンター
早期発見から早期治療まで
検査・診断から最先端治療まで、がんのすべてをケアする医療体制が充実しました。

がん細胞を攻撃する全身的な治療
薬（抗がん剤）を用い、がんの細胞分裂を抑えてがん細胞

を破壊する治療法です。抗がん剤は、静脈に注射するか

内服すると血液中に入り、全身の隅々まで運ばれて体内

に潜むがん細胞を攻撃し、破壊します。
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外来化学療法室
がんの早期発見に威力を発揮します
『PET-CT装置』は一台でPETとCTの両方の機能を併せ

持つ装置です。超高感度の機能画像を写すPETと高分解

能の形態画像を写すCT、2つの画像の精密に重ね合わせ

ることによりがんの位置や大きさ、形状を正確に画像化

することができるよ

うになりました。受診

される方のからだへ

の負担も軽減されま

した。

PET-CTセンター

からだに優しい切らずに治すがん治療
放射線治療は、熱くも痛くもありません。もちろん麻酔も

いりません。からだに優しく、形態と機能温存に優れてい

ることから、最近注目を集めている治療法です。

高精度の放射線治療装置リニアックの導入によって、病巣

部のみをピンポイ

ントで照射し、がん

細胞を破壊します。

放射線治療室 がんセンター案内図

3F・外来化学療法室
2F・PET-CTセンター
1F・放射線治療室

がんセンター
人間ドック
地域医療連携室

（PET-CTセンター）
（予防医学センター）

TEL0944-87-0043
TEL0944-87-9490
TEL0944-87-0207

■お問い合わせ・予約お申し込み先

リニアック

PET-CT

[柳川雛祭り｢さげもんめぐり｣]  写真提供:柳川市観光協会

ももち浜「新病院」完成へ

高木病院 小児科
「おねしょは病気なの？」

２００９年･年頭所感

高木理事長｢百年の節目｣
健康かわら版｢花粉症｣
高邦会デイサービスセンター
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診
療
報
酬
の
実
質
的
な
マ
イ
ナ
ス
改

定
が
続
く
な
か
、医
師
不
足
や
看
護
師

不
足
、医
療
崩
壊
、病
院
閉
鎖
な
ど
が

社
会
的
な
問
題
に
な
り
、医
療
界
全
体

で
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
な
か
私
ど
も
の
グ
ル
ー
プ

で
は
、小
児
医
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の

高
い
医
療
を
、収
益
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。現
在

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
な
か
に
あ
っ
て

も
、弱
者
の
方
々
や
患
者
さ
ま
に
対
し

て
、本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
水
準
の
高

い
医
療
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
く
意
義

を
、あ
ら
た
め
て
再
認
識
し
た
１
年
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。国
の
医
療
政
策
も
、財

政
支
出
増
や
医
学
部
の
定
員
増
な
ど
へ

と
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
後
も
、高

い
倫
理
観
と
強
い
責
任
感
を
も
っ
て
高

水
準
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け

れ
ば
、少
し
ず
つ
明
る
い
光
が
さ
し
て
く

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
、高
木
眼
科
医
院
を
発
祥
と
す

る
高
邦
会
が
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。明
治
43

（
１
９
１
０
）年
の
創
立
以
来
、１
世
紀

に
渡
り
医
療・福
祉・教
育
の
各
分
野
で

堅
実
に
実
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

の
は
、ひ
と
え
に
関
係
各
位
の
ご
協
力

の
賜
物
と
、こ
こ
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
年
前
、父
・
維
彦
を
亡
く
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、教
育・医
療・福
祉
が
三

位
一
体
と
な
っ
た
し
っ
か
り
と
し
た
複
合

施
設
を
九
州
に
つ
く
る
こ
と
を
決
意
し
、

シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
地
区
への
施
設
建
設

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で

こ
の
プ
ロ
ジェ
ク
ト
は
順
調
に
進
み
、昨
年

４
月
に
は
、福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
が

百
道
浜
の
新
キ
ャン
パ
ス
で
開
学
、新
し
く

看
護
学
科
も
仲
間
入
り
し
て
学
生
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、同
時
に

｢

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
も
ち｣

を
開
設

し
、現
在
で
は
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、高
邦
会
が
１
０
０
周
年
目
に

あ
た
る
本
年
、い
よ
い
よ
新
病
院
の
オ
ー

プ
ン
を
５
月
１
日
に
控
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。も
も
ち
浜
福
岡
山
王
病
院

は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
や
予
防
医
学
な

ど
に
重
点
を
置
き
、市
内
初
と
な
る
全

室
個
室
の
、ア
ジ
ア
に
開
か
れ
た
病
院
と

な
る
予
定
で
す
。博
多
湾
に
面
し
た
絶
好

の
ロ
ケ
ー
シ
ョン
で
、各
医
科
大
学
の
ご
協

力
に
よっ
て
陣
容
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、最
新
鋭
の
医
療
機
器
も
完
備
し
、地

域
の
皆
様
に
信
頼
い
た
だ
け
る
新
し
い

病
院
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
に
お
き
ま
し
て

は
、開
学
よ
り
14
年
が
過
ぎ
、ま
も
な
く

15
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の

３
月
に
は
い
よ
い
よ
、栃
木
本
校
の
薬
学
部

と
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ション
学
部
か
ら
待

望
の
第
１
期
生
が
誕
生
し
、約
２
７
０
名

の
卒
業
生
が
医
療・福
祉
の
現
場
へと
羽

ば
た
い
て
いく
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
、新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し

て
福
岡
県
の
天
神
地
区
に
、｢

福
岡
看
護

学
部｣

が
開
設
い
た
し
ま
す
。ア
ジ
ア
と

の
交
流
も
視
野
に
入
れ
、大
学
院
と
も

歩
み
を
合
わ
せ
な
が
ら
福
岡
市
の
看
護

教
育
を
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
な
存
在
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
に
あ
ら
た
め
て
、｢

生
命

（
い
の
ち
）の
尊
厳
、生
命（
い
の
ち
）の

平
等｣

と
い
う
高
邦
会
の
理
念
を
想
い

起
こ
す
と
と
も
に
、微
力
な
が
ら
さ
ら

に
医
療
福
祉
の
発
展
に
貢
献
で
き
ま

す
よ
う
、グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
ど
う
ぞ
、

ご
理
解
、ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、本
年
も
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら
、ご
挨
拶
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

百
年
の
節
目

２
０
０
８
年
の
出
来
事
／
２
０
０
９
年
の
予
定

2
0
0
9
年  

理
事
長  

年
頭
所
感

国際医療福祉大学
高邦会グループ  理事長

高木  邦格
たか ぎ くに のり
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1月1日
　1月11日
1月14日
1月22日
1月29日
3月6日
3月7日

3月14日
3月16日
3月23日
4月7日
4月7日
4月8日
4月9日

4月10日
4月19日
5月11日
5月18日
5月25日
6月3日

6月15日
7月13日

7月20・21日
7月23日
8月2日
8月2日

8月23日
8月24日
9月5日

9月6・7日
9月7日

9月11日
9月13日
9月27日
10月10日
10月19日

10月25・26日
10月25日
11月8日
11月16日
11月20日
11月23日
11月29日
11月30日
12月13日
12月14日
12月19日
12月20日
12月20日
12月20日
12月23日
12月26日

ケアサポートハウス大川　お屠蘇くばり
国際医療福祉大学・高邦会グループ　合同新年会開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
ＡＨＡ公認ＢＬＳヘルスケアプロバイダーコース開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
高木病院小児科　第７回こども健康教室開催
高木病院小児科　低身長特別外来開始
柳川リハビリテーション学院　卒業式挙行
大川看護福祉専門学校　卒業式挙行
高木病院小児科　第８回こども健康教室（テーマ：低身長について）開催
ＡＨＡ公認ＢＬＳヘルスケアプロバイダーコース開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
高木病院　第1回ＴＱＭ発表大会開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部　入学式挙行
国際医療福祉大学・高邦会グループ　入社式挙行（会場：柳川リハビリテーション学院）
福岡国際医療福祉学院　ももち新キャンパス開学・入学式挙行
柳川リハビリテーション学院　入学式挙行
大川看護福祉専門学校　入学式挙行
高木病院肝臓病センター　第１回｢市民のためのＣ型肝炎講座｣開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
ＡＨＡ公認ＢＬＳヘルスケアプロバイダーコース開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
第３回４校合同運動会開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
日本未病システム学会　第２回大川市｢未病と健康のつどい｣開催（会場：大川市文化センター）
高木病院小児科　第９回こども健康教室開催
柳川療育センター　運動会開催（会場：柳川リハビリテーション学院）
ＡＨＡ公認ＢＬＳヘルスケアプロバイダーコース開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
福岡国際医療福祉学院　百華祭開催
国際医療福祉大学・高邦会グループ　職員総会実施（会場：大川市文化センター）
高木病院肝臓病センター　第２回｢市民のためのＣ型肝炎講座｣開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
第２回｢大川市民夏まつり｣開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
水郷苑　夏祭り開催
国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部　香山リカ先生特別講演会開催
高木病院　緩和ケア講習会開催
ＡＨＡ公認ＡＣＬＳヘルスケアプロバイダーコース開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
ＡＨＡ公認ＢＬＳヘルスケアプロバイダーコース開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
高木病院小児科　第１０回こども健康教室開催
水郷苑　敬老会開催
高木病院神経内科　パーキンソン病教室開催
有明総合ケアセンター　運動会開催（会場：水郷苑）
大川看護福祉専門学校　かんな祭開催
国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部　月華祭開催
福岡国際医療福祉学院　堤治先生特別講演会開催
高木病院循環器センター　第１回市民のための｢心臓病｣講座開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
柳川療育センター　お楽しみ会開催（会場：柳川リハビリテーション学院）
高木病院小児科　第１１回こども健康教室開催
ＡＨＡ公認ＢＬＳヘルスケアプロバイダーコース開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
柳川療育センター　１０周年記念講演会開催（会場：柳川リハビリテーション学院）
みずま高邦会病院　院内研究発表会開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
柳川リハビリテーション病院　院内研究発表会開催
高木病院　院内研究発表会開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
高木病院　第３回クリスマスコンサート開催
水郷苑　忘年会開催
有明総合ケアセンター　クリスマス忘年会開催
柳川療育センター　もちつき会開催
みずま通所リハビリテーションセンター　もちつき大会開催
ケアサポートハウス大川　もちつき会開催

1月1日
1月5日

1月25日
1月25日
1月29日
3月1日

3月13日
3月14日

4月
5月

6月7日

ケアサポートハウス大川　お屠蘇くばり
国際医療福祉大学・高邦会グループ　合同新年会開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
ＡＨＡ公認ＢＬＳヘルスケアプロバイダーコース開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
高木病院　第2回ＴＱＭ発表大会開催（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
高木病院小児科　第１２回こども健康教室開催
ＡＨＡ公認ＢＬＳヘルスケアプロバイダーコース（会場：国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部）
高木病院小児科　第１３回こども健康教室（テーマ：低身長について）
国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部　卒業式
国際医療福祉大学福岡看護学部　開設
ももち浜共同事業・ももち浜新病院オープン
日本未病システム学会　第３回大川市｢未病と健康のつどい｣（会場：大川市文化センター）

2008年

2009年

表
紙
写
真
／
柳
川
雛
祭
り｢

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り｣(

柳
川
市)

｢

さ
げ
も
ん｣

と
は
、旧
藩
時
代
か
ら
の
風
習
で
、女
の
子
が
生
ま
れ
た
際
に
、親
戚
や
知
人

か
ら
贈
ら
れ
た
着
物
の
端
切
れ
で｢

こ
の
子
が
、一
生
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に｣

と
祈
り

を
込
め
て
手
作
り
さ
れ
る
飾
り
の
一
種
。縁
起
の
よ
い｢

鶴｣｢

兎｣｢

宝
袋｣｢

三
番
鼠｣｢

這

い
人
形｣

な
ど
の
布
細
工
と
、鮮
や
か
な
七
色
の
糸
で
巻
い
た
大
ま
り
や
小
ま
り
を
つ
り
下

げ
ま
す
。こ
の
さ
げ
も
ん
を
例
年
２
月
上
旬
よ
り
市
内
の
随
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
柳
川
雛
祭
り｢

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り｣

で
、祭
り
期
間
中
は｢

お
雛
様
水
上
パ
レ
ー
ド｣｢

流

し
雛
祭
り｣

な
ど
が
催
さ
れ
、多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

高
邦
会
グ
ル
ー
プ

　

合
同
新
年
会
を
開
催

国
際
医
療
福
祉
大
学
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

１
月
５
日(

月)

医
療
法
人
社
団
高
邦
会
・
社
会
福
祉
法
人
高
邦

福
祉
会・学
校
法
人
高
木
学
園・学
校
法
人
国
際
医

療
福
祉
大
学
の
合
同
新
年
会
を
開
催
。職
員
３
８
２

人
が
参
加
し
、決
意
を
新
た
に
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高
木
邦
格
理
事
長
は

「
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
は
今
年
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
。こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
百
道
浜
新
病
院
開
業
は
じ

め
と
す
る
大
事
業
を
行
う
こ
と
に
運
命
的
な
も
の
を

感
じ
る
。多
難
な
１
年
に
な
る
と
思
う
が
、職
員
一
丸

と
な
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。続
い
て

登
壇
し
た
金
出
英
夫
・
百
道
浜
新
病
院
開
設
準
備
委

員
長
は「
高
木
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に

新
病
院
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
す
」と
述
べ
、出
席
者

全
員
か
ら
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

井
上
明
夫･

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
長
の

音
頭
で
乾
杯
の
後
、懇
親
会
に
入
り
、最
後
は
東
島
正

泰・み
ず
ま
高
邦
会
病
院
長
の
万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

TOPICS s√Ωhr



2009年  年頭所感

山
口 

雅
也

や
ま

医
療
法
人
社
団  

高
邦
会

名
誉
理
事
長

杉
森 

甫

医
療
法
人
社
団 

高
邦
会  

顧
問

学
校
法
人 

高
木
学
園  

副
理
事
長

山
本 

匡
介

医
療
法
人
社
団 

高
邦
会  

高
木
病
院  

病
院
長

学
校
法
人 

高
木
学
園  

大
川
看
護
専
門
学
校  

校
長

井
上 

明
生

医
療
法
人
社
団 

高
邦
会  

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院  

病
院
長

満
留 

昭
久

国
際
医
療
福
祉
大
学  

副
学
長

国
際
医
療
福
祉
大
学 

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部  

学
部
長

学
校
法
人 

高
木
学
園  

福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院  

学
院
長

大
橋 

昌
夫

医
療
法
人
社
団 

高
邦
会  

福
岡
中
央
病
院  

病
院
長

東
島 

正
泰

医
療
法
人
社
団 

高
邦
会  

み
ず
ま
高
邦
会
病
院  

病
院
長

髙
嶋 

幸
男

社
会
福
祉
法
人 

高
邦
福
祉
会  

柳
川
療
育
セ
ン
タ
ー  

施
設
長

学
校
法
人 

高
木
学
園  

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院  

学
院
長

前
山 

隆
太
郎

医
療
法
人
社
団 

高
邦
会  

介
護
老
人
保
健
施
設 

水
郷
苑  

施
設
長

山
内 

祐
哉

医
療
法
人
社
団 

高
邦
会  

有
明
ク
リ
ニ
ッ
ク  

院
長

２
０
０
９
年
の
幕
開
け
は
お
め
で
た
い
な
ど
と
は
言
っ
て
お
れ
な
い
よ
う

な
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

世
界
経
済
、地
球
環
境
、あ
い
か
わ
ら
ず
の
戦
争
に
紛
争
、ま
た
国
内
に

お
い
て
は
政
治
経
済
、雇
用
、医
療(

と
く
に
救
急
医
療)

が
崩
壊
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、各
界
、と
く
に
金
融
資
本
の

貪
欲
・
む
さ
ぼ
り
が
原
因
で
す
。人
間
は
本
来
、足
る
を
知
り
、｢

ぼ
ち
ぼ

ち｣｢

ほ
ど
ほ
ど｣

が一番
の
は
ず
で
す
。

昨
今
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
不
在
の
本
邦
で
は
、政
党
の
如
何
に
こ
だ
わ

ら
な
い
若
手
の
政
策
集
団
の
台
頭
が
待
た
れ
ま
す
。と
は
いっ
て
も
、さ
し

あ
た
り
私
た
ち
は
、医
療
の
崩
壊
を
阻
止
す
る
べ
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
最
善
を
尽
く
す
し
か
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。皆
さ
ま
の
頑
張
り
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
大
で
す
。

本
邦
に
お
け
る
医
療
型
療
養
病
床
の
削
減
の
見
通
し
や
、診
療
報
酬

改
訂
に
お
い
て
も
、依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、病
院
で
の

療
養
環
境
の
充
実
は
、患
者
さ
ま
が
入
院
生
活
を
続
け
て
い
く
上
で
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。そ
の
一
方
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
を

は
じ
め
と
す
る
在
宅
部
門
は
、昨
年
同
様
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
評
価
い

た
だ
き
、確
実
な
る
伸
び
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。職
員
一
人
ひ
と
り
が

「
も
っ
と
や
さ
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、患
者
さ
ま
に
対
す
る
ア
メ
ニ
テ
ィ

向
上
を
図
り
な
が
ら
、一
日
も
早
く
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
の
生
活

に
復
帰
さ
れ
る
よ
う
、今
年
も
一
層
努
力
を
惜
し
ま
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
柳
川
療
育
セ
ン
タ
ー
で
は
10
周
年
を
迎
え
、本
年
は
あ
ら
た
な

療
育
へ
向
か
っ
て
躍
進
し
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
職
種
の

職
員
が
共
同
し
て
作
業
を
行
い
、よ
り
良
い
療
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、各
職
種
の
専
門
性
を
高
め
て
、さ
ら
に
充
実
し
た
療
育
を
提
供

し
、他
の
医
療
機
関
や
療
育
施
設
と
も
連
帯
を
強
め
、広
い
地
域
で
の
在

宅
障
害
児
者
の
療
育
が
進
歩
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
で
は
、医
療
福
祉
の
伝
統
と
地
域
利

点
を
生
か
し
て 

、高
次
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
教
育
を
発
展
さ
せ
、

各
専
門
分
野
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
り
良
い
福

祉
と
教
育
を
目
指
し
て
、こ
の
柳
川
の
地
に
人
が
集
ま
り
、発
展
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

小
田 

正
枝

国
際
医
療
福
祉
大
学 

福
岡
看
護
学
部  

顧
問

(

国
際
医
療
福
祉
大
学
福
岡
看
護
学
部
学
部
長
に
就
任
予
定)

本
年
４
月
に
開
学
す
る
福
岡
看
護
学
部(

天
神
キ
ャ
ン
パ
ス)

は
、高
木

理
事
長
を
は
じ
め
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、順
調
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。福
岡
県
の
看
護
系
大
学

は
、本
学
部
で
10
大
学
目
に
な
り
ま
す
。と
く
に
福
岡
県
の
入
試
状
況

は
全
国
一
位
の
激
戦
区
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、文
科
省
の
認

可
を
受
け
て
か
ら
の
出
遅
れ
た
広
報
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、お
か
げ
さ
ま

で一
般
入
試
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
感
謝
で
す
。

本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
と
も
に
生
き
る
社
会
」で
す
。そ
の
具
現
化
を

め
ざ
し
て
、就
任
予
定
の
先
生
方
と「
相
依
為
命
」の
精
神
で
臨
む
覚
悟

で
す
。本
年
度
は
①
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、②
学
生
と
共
に
歩
む
、

③
教
員
の
研
究
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、の
3
点
を
目
標
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

米
国
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム・ロ
ー
ン
破
綻
に
始
ま
る
世
界
同
時
不
況
の
な
か
、

水
郷
苑
は
創
立
16
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
マ
イ
ナ
ス
2
・
3
％
、平
成
18
年
に
マ
イ
ナ
ス
2
・
4
％
と

介
護
報
酬
は
２
度
に
わ
た
っ
て
引
き
下
げ
ら
れ
、賃
金
の
低
迷
か
ら
介
護

職
員
の
離
職
が
増
加
す
る｢

介
護
崩
壊｣

が
進
行
し
ま
し
た
が
、本
年
4

月
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
プ
ラ
ス
3
％
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
の
安
全
網
の
綻（
ほ
こ
ろ
）び
が
順
次
手
直

し
さ
れ
、安
心
し
て
生
活
で
き
る
年
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
素
は
、有
明
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ら
び
に
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
、格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

有
明
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
訪
問
診
療
の
ほ
か
、開
設
９
年
目
を
迎
え
る
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
大
川
で
は
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拠
点
と
し
て
、デイ
サ
ー

ビ
ス
、ヘル
パ
ー
、訪
問
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
、居
宅
介
護
支
援
事
業
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、高
齢
者
向
け
賃
貸
アパ
ー
ト
の
各
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

引
続
き「
皆
さ
ま
の
声
」を
大
切
に
し「
皆
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け

る
サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
で
き
る
よ
う
、医
療
機
関
や
介
護
保
険
事
業
所

と
の
連
携
を
引
続
き
重
視
し
、ご
利
用
者
さ
ま
の
在
宅
生
活
の
継
続
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

ご
利
用
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、こ
の
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て

在
宅
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、ひ
き
つ
づ
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
、特
色
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
病
院
と
し
て
、全
国
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、今
年
も
、さ
ら

な
る
躍
進
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
治
療
を
行
っ
て
い
る
対
象
疾
患
の

中
心
を
な
し
て
い
る
の
は
、神
経
難
病
、脳
卒
中
な
ど
の
中
枢
神
経
疾

患
、キ
ア
リ
骨
盤
骨
切
り
術
を
中
心
と
す
る
変
形
性
股
関
節
症
で
す
が
、

今
年
度
は
あ
ら
た
に
心
臓
疾
患
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
予

定
で
す
。そ
し
て
、常
に
最
先
端
の
病
院
と
し
て
、コ･

メ
ディ
カ
ル
ス
タッ
フ

の
レ
ベル
ア
ッ
プ
に
も
心
を
注
い
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
出 

英
夫

す
ぎ

や
ま

い
の

み
つ

お
お

ひ
が
し

た
か

ま
え

や
ま

お

ど
め

じ
ま

し
ま

や
まう

ち

ま
さ

り
ゅ
うゆ

う

よ
し

た

ろ
う

や

だ

あ
き

さ
ち

ま
さ

ひ
さおえ

か
な

ぐ
ち

も
り

も
と

う
え

は
し

い
で

ま
さ

は
じ
め

き
ょ
う

あ
き

ま
さ

ひ
で

やす
け

おお お

医
療
法
人
社
団 

高
邦
会  

百
道
浜
新
病
院
開
設
準
備
委
員
会  

委
員
長

２
０
０
９
年
５
月
、待
ち
に
待
っ
た
百
道
浜
の
新
病
院
を
い
よ
い
よ

開
院
い
た
し
ま
す
。準
備
に
約
３
年
を
費
や
し
ま
し
た
。こ
の
間
、地
域
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
は
、深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
病
院
は
、創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
の｢

生
命

(

い
の
ち)

の
尊
厳
、生
命(

い
の
ち)

の
平
等｣

と
い
う
基
本
理
念
を
実
践
で

き
る
格
好
の
場
と
な
り
ま
す
。新
病
院
で
は
、優
れ
た
ス
タ
ッ
フ
、最
新
の

設
備
、心
豊
か
な
医
療
環
境
に
よ
っ
て
、充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
、高
邦
会
グ
ル
ー
プ
が
培
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
知
恵
と
方
法
を
結
集
し
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
素
晴
ら
し
い
新
病
院

を
誕
生
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

２
０
０
９
年
度
は
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
記
念
す
べき
年
に
な
り
そ

う
で
す
。九
州
地
区
で
は
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た｢

新
病
院｣

が
い
よ
い
よ
５
月

に
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。す
で
に
百
道
浜
に
そ
の
威
容
を
現
し

て
お
り
、こ
の
地
域
の
ラ
ン
ド
マー
ク
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。す

で
に
多
く
の
優
秀
な
ス
タッ
フ
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、良
い
病

院
と
は
最
初
か
ら
あ
る
も
の
で
は
な
く
、そ
こ
に
働
く
医
療
従
事
者
、そ
し

て
受
診
す
る
患
者
さ
ま
の
皆
で
協
同
し
て
創
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

福
岡
か
ら
ア
ジ
ア
に
発
信
で
き
る
よ
う
な
病
院
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
の一
学
部
と
し
て
福

岡
看
護
学
部
が
４
月
か
ら
開
講
さ
れ
ま
す
。百
道
浜
に
あ
る
福
岡
医
療
福

祉
学
院
の
看
護
学
科
と
合
わ
せ
て
、こ
れ
ま
た
看
護
師
不
足
に
悩
む
医
療

界
への
大
き
な
福
音
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、こ
の
春
に
初
め
て
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
ま
す
。在
校
生
、卒
業
生
と
一
体
に
な
っ
て
本
学
部
の
歴
史
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
今
年
度

か
ら
福
岡
看
護
学
部
も
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
ま
す
。も
も
ち
浜

の
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
と
も
一
緒
に
な
っ
て
、福
岡
地
区
に
お
け
る

当
グ
ル
ー
プ
の
コ・メ
ディ
カ
ル
教
育
の
実
践
と
情
報
発
信
を
、社
会
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、高
木
病
院
の
前
身
で
あ
る
高
木
眼
科
医
院
が
明
治
43

(

１
９
１
０)

年
に
開
院
し
て
よ
り
創
業
１
０
０
年
の
記
念
す
べき
年
に
あ
た

り
ま
す
。次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
踏
み
出
す｢

高
木
病
院
元
年｣
と
位
置

づ
け
、決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

高
木
病
院
が
、筑
後
地
域
と
佐
賀
市
を
中
心
と
し
た
診
療
圏
の
中
核

病
院
と
し
て
、患
者
さ
ま
に
良
質
で
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、

高
木
病
院
の
医
師
の
陣
容
と
診
療
科
目
を
広
く
地
域
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、こ
ど
も
健
康
教

室
や
公
開
講
座
、講
演
会
な
ど
を
さ
ら
に
積
極
的
に
開
催
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

幸
い
今
年
は
医
療
事
情
が
好
転
す
る
兆
し
が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ま
と

と
も
に
努
力
し
、実
り
多
き
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
も
明
け
、新
病
院
移
転
の
年
と
な
り
ま
し
た
。当
院
は
今

ま
で
福
岡
市
中
央
区
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
有
名
で
し
た
が
、や
っ
と

地
域
の
方
々
に
認
め
ら
れ
る
病
院
と
な
り
、病
病
・
病
診
連
携
も
確
立

し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。ま
た
昨
年
よ
り
神
経
内
科
、整
形
外
科
の
気
鋭

の
あ
る
先
生
方
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、診
療
の
一
層
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

５
月
以
降
、こ
の
当
院
の
好
印
象
が
新
病
院
で
も
引
き
継
が
れ
、新
天

地
早
良
区
で
も
地
域
の
方
々
や
医
師
会
の
先
生
方
に
愛
さ
れ
る
病
院
と

な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
０
９
年
５
月
、福
岡
市
・
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
地
区
の

も
も
ち
浜「
新
病
院｣

い
よ
い
よ
完
成
へ

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
が
、

福
岡
市
の
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
で
進
め
て
い
る

「
も
も
ち
浜
共
同
事
業
」は
、

２
０
０
９
年
、い
よ
い
よ
完
成
の
年
を
迎
え
ま
す
。

２
０
０
８
年
４
月
に
開
設
し
た

福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
に
隣
接
し
、

今
年
５
月
に
開
院
を
予
定
し
て
い
る
新
病
院
は
、

全
室
個
室
で
、アメ
ニ
テ
ィ（
快
適
性
）を

重
視
し
た
病
院
と
な
り
ま
す
。

T O P N E W S

診断・治療に必要な高度医療機器を設置いたします。
●3.0、1.5テスラMRI
●64列マルチスライスCT
●シンチレーションカメラに吸収補正用CTを組み合わせたSPECT-CT装置
●PET－CT装置
●マルチスライスCT、血管造影装置（3D-Angio）を組み合わせたアンギオCT
●心臓カテーテル装置
●不整脈におけるカテーテルアブレーション用マッピングシステム
●マンモグラフィー装置

■新病院の概要
開院の時期●2009年5月上旬

病　床　数●199床（現在の「福岡中央病院」の病床を移転

いたします）病床種別は一般病床となります。

診 療 科 目●全ての診療科を予定しています。主な診療科

は次の通りです。

また、産科、新生児医療には特に力を傾注し

たいと考えております。

内科（循環器・消化器・代謝内分泌・呼吸器

など）、外科、整形外科、産婦人科、小児科、

脳神経外科、神経内科、耳鼻咽喉科、形成

外科、皮膚科、麻酔科、放射線科、眼科、泌

尿器科　など

●エントランス（イメージ）

●ゆったりとした待合室（イメージ）

●プール（イメージ）

●レストラン（イメージ）
●病室（イメージ） ●ももち浜新病院の完成予想図（イメージ）
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高木病院小児科
information

PART6

上手な病院の
かかり方

お
ね
し
ょ
は
病
気
な
の
？

新居見  和彦
小児科  部長

「
お
ね
し
ょ
」が
心
配
？

病
気
と
は
何
で
し
ょ
う
。病
気
と
は
ふ
つ
う
の
生
活

が
で
き
な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。お
ね
し
ょ
を
す
れ
ば

ふ
つ
う
の
生
活
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
学
校
に
入
る
前
に
お
ね
し
ょ
で
悩
む
こ
ど
も
や

親
御
さ
ん
は
少
な
い
の
で
す
が
、小
学
校(

特
に
高
学

年)

で
宿
泊
を
と
も
な
う
学
校
な
ど
の
ク
ラ
ブ
の
行

事
が
近
づ
く
と
、ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
お
ね
し
ょ

が｢

病
気｣

の
よ
う
に
感
じ
始
め
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

小
学
校
低
学
年
で
は
ク
ラ
ス
に
３
人
か
ら
４
人
、高
学

年
で
も
ク
ラ
ス
に
１
人
か
ら

２
人
、中
学
校
は
学
年
で

１
０
０
人
に
１
人
、中
学

校
以
上
で
も
１
０
０
０

人
に
１
人
は
夜
尿
症

で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
お
ね
し
ょ
に
つ
い
て
、ム
ダ
な
心
配
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。ま
た
逆
に
、ど
の
よ
う
な
場
合
に
専
門

医
に
か
か
る
べ
き
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　な
ぜ「
お
ね
し
ょ
」を

す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

皆
さ
ん
は
、起
き
て
い
る
間
に
何
時
間
お
き
に
ト
イ
レ

に
行
き
ま
す
か
。平
均
的
に
は
４
か
ら
５
時
間
お
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か
し
そ
の
倍
近
い
７
か
ら
８
時

間
寝
て
い
ま
す
。そ
う
す
る
と
夜
は
倍
近
い
尿
を
膀
胱

(

ぼ
う
こ
う)

に
貯
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
答
え
は

×
(

バ
ツ)

で
す
。夜
は｢

抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン｣(

注：難
し
い
言

葉
で
す
が
治
療
に
関
係
す
る
言
葉
な
の
で
覚
え
て
く
だ

さ
い)

が
多
く
出
て
、腎
臓
で
尿
を
作
る(

＝
利
尿)

こ
と

を
押
さ
え(

＝
抗)

、膀
胱
が
拡
張
し
や
す
い
よ
う
に(

膀

胱
容
量
が
増
大
す
る
た
め
の)

自
律
神
経
が
働
き
ま
す
。

寝
て
い
る
時
は
、抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
に
よ
り
尿
量
が
昼

間
の
尿
量
の
６
割
に
減
り
、自
律
神
経
が
働
き
、膀
胱

容
量
は
１・５
倍
に
拡
張
し
ま
す
。し
か
し
こ
の
よ
う
な

働
き
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、尿
が
多
す
ぎ
る
と｢

お
ね

し
ょ｣

は
起
こ
り
ま
す
。つ
ま
り
水
分
を
た
く
さ
ん
と
る

と
尿
が
多
く
な
り
ま
す
。と
く
に
塩
分
や
タ
ン
パ
ク
質
の

多
い
食
べ
物
と
一
緒
に
水
分
を
た
く
さ
ん
と
っ
た
場
合
、

尿
の
量
は
ま
す
ま
す
多
く
な
り
ま
す
。

｢

お
ね
し
ょ｣

の
原
因
は
以
下
の
４
つ
の
タイ
プ
が
あ
り

ま
す
。

　
　

「
お
ね
し
ょ
」の

タ
イ
プ
は
？

治
療
を
始
め
る
前
に
、お
ね
し
ょ
が
ど
の
タ
イ
プ
な
の

か
判
断
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

膀
胱
型
と
判
断
す
る
に
は
専
門
的
な
検
査
や
判
断

が
必
要
で
す
が
、多
尿
型
で
あ
れ
ば
家
庭
で
も
判
定
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

判
定
し
た
夜
間
尿
量
が
右
の
基
準
値
以
上
で
あ
れ

ば
、多
尿
型
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
ま
す
。

　

｢

お
ね
し
ょ｣

の
治
療
は
？

多
尿
型
で
あ
れ
、膀
胱
型
で
あ
れ
、ま
ず
ご
家
庭
で

で
き
る
こ
と(

こ
れ
が
重
要
で
、効
果
が
あ
り
ま
す)

を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
お
し
っ
こ
は
食
後
、尿
と
し
て
膀
胱
に
貯
ま
る
ま
で

に
２
〜
３
時
間
か
か
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
寝
る
前

２
〜
３
時
間
は
食
べ
な
い
、飲
ま
な
い
こ
と
。夕
食

は
寝
る
３
時
間
前
ま
で
に
は
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
。

②
塩
か
ら
い
も
の
や
蛋
白
の
多
い
も
の(

サ
プ
リ
メ

ン
ト
の
プ
ロ
テ
イ
ン
な
ど)

は
尿
量
が
多
く
な
る

の
で
控
え
る
こ
と
。

③
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
は
体
が
冷
え
る
と
出
に
く
い

の
で(

と
く
に
冬
場
は
お
ね
し
ょ
が
悪
く
な
り
ま

す)

、暖
か
く
し
て
寝
る
こ
と
。

④
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
は
ぐ
っ
す
り
眠
ら
な
い
と
出

る
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、夜
間
お
し
っ
こ
に
起

こ
さ
な
い
こ
と
。

⑤
こ
ど
も
も
し
た
く
て
お
ね
し
ょ
を
し
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
な
ん
で
気
が
つ
か
な
い
の
か
」

「
何
で
目
が
さ
め
な
い
の
」「
も
う
あ
か
ち
ゃ
ん
じ
ゃ

な
い
の
だ
か
ら
」「
く
さ
い
！
」な
ど
と
い
わ
ず
、お
ね

し
ょ
を
し
な
か
っ
た
朝
は
し
っ
か
り
ほ
め
る
こ
と
。

ま
た
病
院
で
行
う
治
療
法
な
ど
、専
門
的
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。

病
院
で
の
治
療
は
じ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。タ
イ
プ
別
に
分
け
た
り
、こ
こ
ろ
の
問
題
が
な

い
か
、病
気
が
隠
さ
れ
て
な
い
か
な
ど
、治
療
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。ま
た
す
ぐ
に
は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

｢

お
ね
し
ょ｣

は

す
ぐ
な
お
る
？

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、お
ね
し
ょ
を
し
な
く
な
る

に
は
治
療
を
始
め
て
１
年
か
ら
２
年
は
か
か
り
ま
す
。

宿
泊
を
と
も
な
う
学
校
な
ど
の
ク
ラ
ブ
の
行
事
の
２

週
間
か
ら
３
週
間
前
に
な
っ
て
病
院
へ
来
ら
れ
、｢

す
ぐ

に
治
し
て
く
れ｣

と
お
願
い
さ
れ
る
こ
と
が
時
々
あ
り

ま
す
。そ
ん
な
場
合
に
は
、学
校
や
ク
ラ
ブ
の
先
生
に

相
談
さ
れ
て
、夜
間
に
お
子
さ
ん
を
起
こ
し
て
も
ら
う

よ
う
に
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。先
生
方
は
お
ね
し
ょ

の
お
子
さ
ん
の
対
応
は
ご
存
じ
で
す
よ
。

ま
た
お
ね
し
ょ
を
す
る
時
間
帯
が
深
夜
１
時
か
ら

２
時
ご
ろ
で
あ
れ
ば
治
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、朝
５
時
か
ら
６
時
ご
ろ
に
な
れ
ば
、も
う
少
し
で

よ
く
な
り
ま
す
。な
お
以
下
の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は

専
門
的
な
診
療
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
病
院
に
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

夜
尿
症
の
分
類

一
次
性
夜
尿
症
／
３
歳
に
な
っ
て
昼
間
の
お
む

つ
は
と
れ
た
け
ど
、夜
間
お
ね
し
ょ
が
続
く

二
次
性
夜
尿
症
／
一
度
夜
間
の
お
む
つ
は
６
ヶ

月
以
上
と
れ
た
が
、再
び
夜
間
の
お
ね
し
ょ
が

始
ま
っ
た

多
尿
型
判
定
法

寝
る
前
に
排
尿
し
、重
さ
を

量
っ
た
紙
パ
ン
ツ(

＝
Ａ
グ

ラ
ム)

を
つ
け
て
寝
ま
す
。

朝
、起
き
た
ら
コ
ッ
プ
に
排

尿
し
尿
量(

尿
の
重
さ
で
も

い
い
で
す)(

Ｂ
グ
ラ
ム)

を

は
か
り
ま
す
。ま
た
濡
れ
た

紙
パ
ン
ツ（
Ｃ
グ
ラ
ム
）を

は
か
り
ま
す
。

判
定
式

Ｂ
＋
Ｃ－

Ａ
＝
夜
間
尿
量

夜
間
尿
量
の
基
準

６
歳
か
ら
９
歳
／
2
0
0
ml

10
歳
以
上
／
2
5
0
ml

薬
物
療
法（
病
院
で
の
治
療
）

多
尿
型
／
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン(

寝
る
前
の
点
鼻)

＋
抗
う
つ
薬

膀
胱
型
／
抗
う
つ
薬
＋
抗
コ
リ
ン
薬

ア
ラ
ー
ム
療
法

欧
米
で
は
夜
尿
症
の
治
療
の
主
流
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、日
本
で
は
あ
ま
り
普
及
し
ま
せ
ん
。

お
ね
し
ょ
し
た
瞬
間
に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
排
尿
が
止
ま
り
、結
果
的
に

夜
間
の
膀
胱
容
量
が
増
え
ま
す(

ア
ラ
ー
ム
で

目
を
覚
ま
す
こ
と
と
は
違
い
ま
す)

。

多
尿
型
／
夜
間
の
尿
量
が
多
い
タ
イ
プ

膀
胱
型
／
夜
間
の
膀
胱
容
量
が
多
く
な
ら
な
い

タ
イ
プ

混
合
型
／
多
尿
型
＋
膀
胱
型

正
常
型
／
多
尿
で
も
な
く
膀
胱
型
で
も
な
い
。

子
供
に
は
少
な
い
タ
イ
プ
で
す

濡れた紙パンツ 紙パンツ朝一番の尿量

-+（　　　）

お
ね
し
ょ
に
関
す
る

第
12
回
高
木
病
院｢

こ
ど
も
健
康
教
室｣

を

開
催
し
ま
し
た
。詳
細
は
Ｐ
22
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
二
次
性
夜
尿
症(

一
度
夜
間
の
お
む
つ
は

６
ヶ
月
以
上
と
れ
た
が
、再
び
夜
間
の
お
ね

し
ょ
が
始
ま
っ
た)

○
小
学
校
高
学
年
で
の
昼
間
の
お
漏
ら
し

○
ウ
ン
チ
も
知
ら
な
い
間
に
漏
ら
す
時

○
飲
む
量
も
多
い
と
き

○
乳
児
期
に
尿
路
感
染
症(

膀
胱
炎)

に
か
か
っ
た

○
小
柄(

ク
ラ
ス
で
は
１
、２
番
の
小
柄)

○
い
び
き
が
大
き
い

きょうは
しなかったよ!

えらい！
その調子よ

365日24時間対応の
救急・診療を行っています
365日24時間対応の
救急・診療を行っています

「こどもの身長が
　　気になったとき」

講師●廣瀬伸一先生
福岡大学医学部小児科教授

・・・・・・・・・ 低身長について ・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

小児科診療時間のご案内
午前診療●9:00～12:30　午後診療●14:00～16:30
夜間診療●17:00～翌8:00
※21：00以降は新館1階の夜間診療出入口をご利用ください

第13回
こども 康教

室のご案内健

成長は本来個人差が

大きいものですが、身長

が低く、年齢に応じた身長

の伸びではないようだっ

たら、病気が原因という

ことも考えられます。ホ

ルモンの不足や骨の病気、

慢性疾患、強い精神的な

ストレスなども、こどもの

成長に影響します。背が

低いということが、すぐに

異常であるとか問題にな

るわけではありませんが、

お子さんの背が気になっ

ているようでしたら、一度は専門家の医学的な目でチェック

してみてはいかがでしょう？背を伸ばせる糸口がつかめる

かもしれません。

お子さんが背の低いことをコンプレックスと感じること

なく、心身ともに健康に発育していく手助けをしたいと

思っています。

日時●平成21年3月13日［金］
13：00～ ※受付は12：30～

場所●高木病院 D棟4階会議室
※どなたでも無料で受講いただけます
※お車でお越しの方は、外来第2駐車場を
　ご利用ください

お問い合わせ・お申し込み●

���������������
���������������
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時間別花粉濃度 （2005年3月19日）（東京）

12時 18時

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

ジャケット
（綿）

ふとんカバー
（綿）

スーツ
（ウール）

コート
（ウール）

ジャケット
（ポリエステル）

スーツ
（ボルガード）

コート
（花粉対策
婦人用）

コート
（花粉対策
紳士用）

付
着
花
粉
数（
個
／
㎠
）

日中屋外に4時間放置した時の各種繊維に付着したスギ花粉数

2005年度ヒューマンサイエンス振興財団助成金による研究

初冬期と厳冬期の気温の推移と開花時期

厳冬期　気温が高い 例年より早くなる 例年並み
厳冬期　気温が低い 例年並み 例年より遅くなる
気温の推移 初冬期　気温が低い 初冬期　気温が高い

提供：日本医科大学耳鼻咽喉科助教授　大久保 公裕氏

実験的な鼻内、結膜内花粉数 ─マスク・メガネの効果─

通常のマスク・通常のメガネ ５３７ ４６０
花粉症用マスク・花粉症用メガネ ３０４ ２８０

マスクなし・メガネなし １８４８ ７９１
鼻内花粉数 結膜内花粉数

提供：財団法人気象業務支援センター 村上 貢司氏
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わ
が
国
で
は
１
９
６
０
年
代
は
じ
め
に
ス
ギ
花
粉
症
の
報
告
が
さ
れ
て
以
来
、年
々
花
粉
症
で
悩
ん
で
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

花
粉
症
の
人
は
30
〜
50
歳
代
に
多
く
、人
口
の
約
16
％(

１
９
９
８
年
の
推
計)

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
は
花
粉
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気
で
す
。

症
状
は
く
し
ゃ
み・鼻
水・鼻
づ
ま
り
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
、目
の
か
ゆ
み・涙
流
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
が
も
っ
と
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

地
域
差
は
あ
り
ま
す
が
、わ
が
国
で
も
っ
と
も
多
い
花
粉
症
は
春
先
に
み
ら
れ
る
ス
ギ
花
粉
症
で
す
。

花
粉
の
飛
沫（
ひ
ま
つ
）す
る
時
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

花
粉
症
に
お
悩
み
の
方
は
、今
シ
ー
ズ
ン
の
花
粉
の
傾
向
を
把
握
し
、早
め
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
の
季
節
？

かわら版

HEALTH
KAWARA-BAN

かわら版

HEALTH
KAWARA-BAN

健康

【参考文献】
｢花粉症保健指導マニュアル｣(2008年2月改訂版)

ホームページ｢ウェザーニュース｣(http://weathernews.jp/)

花
粉
と
季
節
の
関
係
は
？

花
粉
を
出
す
雄
花(

お
ば
な)

の
数
は
、前
年
夏
の

気
象
条
件
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。雄
花
に
な
る
細
胞
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
分
化
・
成
長
を
は
じ
め
ま
す
が
、こ
の
と
き
の
気
象

条
件
、日
射
量
・
気
温
・
降
水
量
な
ど
に
よ
り
雄
花
の

量
が
変
化
し
、翌
年
春
の
花
粉
の
量
が
変
動
し
ま
す
。

気
温
が
高
く
日
射
量
が
多
い
と
花
粉
は
多
く
な
り
、

逆
に
雨
量
が
多
く
湿
度
が
高
い
と
花
粉

は
少
な
い
と
い
う
関
係
で
す
。

花
粉
が
多
い
日
は
？

花
粉
は
雄
花
が
開
花
・
飛
散
し
は
じ
め
て
か
ら
７
〜

10
日
程
度
た
っ
た
頃
よ
り
量
が
多
く
な
り
ま
す
。そ
れ

か
ら
の
４
週
間
程
度
が
花
粉
の
多
い
時
期
と
い
え
ま

す
。こ
の
期
間
内
に
以
下
の
天
気
に
な
る
と
、花
粉
が

多
く
飛
散
し
ま
す
。

○
晴
れ
て
気
温
が
高
い

○
空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
い

○
雨
上
が
り
の
翌
日
や
気
温
の
高
い
日
が
２
〜
３
日

続
い
た
翌
日　
な
ど

花
粉
が
多
い
時
間
帯
は
？

花
粉
が
多
い
時
間
帯
は
そ
の
日
の
気
象
条
件
に

よ
っ
て
変
化
し
ま
す
が
、昼
前
後
と
日
没
後
に
多
く
な

り
ま
す
。昼
前
後
に

多
く
な
る
の
は
気
温

が
上
昇
し
、午
前
中

に
ス
ギ
林
か
ら
飛
散

し
た
花
粉
が
都
市
部

に
到
着
す
る
た
め
で

あ
り
、日
没
後
に
多

く
な
る
の
は
上
空
に

上
昇
し
た
花
粉
が
日

没
後
に
落
下
す
る
た

め
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
？

大
量
の
花
粉
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、か
ら
だ
が
花
粉
に

対
す
る
抗
体
を
生
み
出
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。花
粉
に
対
す
る
抗
体
を
多
く
生
み
出
す
と
、何
ら

か
の
き
っ
か
け
で
花
粉
症
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま

す
。ま
た
軽
症
で
花
粉
症
に
気
づ
か
な
か
っ
た
人
で

も
、花
粉
を
た
く
さ
ん
吸
い
込
ん
だ
り
、目
に
入
っ
た

り
す
る
と
花
粉
症
の
症
状
が
強
く
な
り
ま
す
。

一
般
的
な
注
意
事
項
と
し
て
は
、睡
眠
を
よ
く
と
る

こ
と
、規
則
正
し
い
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
正
常
な
免

疫
機
能
を
保
つ
た
め
に
は
重
要
で
す
。ま
た
風
邪
を
ひ

か
な
い
、お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
す
る
こ
と
、タ
バ
コ

を
控
え
る
こ
と
も
鼻
の
粘
膜
を
正
常
に
保
つ
た
め
に

は
重
要
で
す
。

花
粉
症
の
症
状
が

で
た
ら…

？

鼻
や
目
の
症
状
が
重
い
場
合
は
、耳
鼻

咽
喉
科
や
眼
科
で
の
受
診
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

花
粉
症
の
症
状
が
出
る
時
期
は
、風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
時
期
で
も
あ

り
、発
症
初
期
の
段
階
で
は
、く
し
ゃ
み
・
鼻

水
な
ど
風
邪
と
同
じ
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
急
に
悪
化
し
た
蓄
膿(

ち
く
の
う)

症
な

ど
の
ほ
か
の
鼻
の
病
気
と
の
鑑
別
も
必
要
に

な
り
ま
す
。花
粉
症
の
診
断
の
多
く
は
、季
節

中
の
症
状
の
有
無
と
、血
液
中
に
あ
る
花
粉

に
対
す
る
抗
体
の
存
在
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、鼻
の
粘
膜
を
み

て
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
観
察
し
ま
す
。

い
ず
れ
し
て
も
治
療
と
平
行
し
な
が
ら
、

花
粉
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
か
ら
だ
を
守

る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※

花
粉
症
を
発
症
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
も
、

花
粉
が
体
内
に
入
る
と
何
ら
か
の
き
っ
か

け
で
花
粉
症
を
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。花
粉
に
さ
ら
さ
れ
な
い
方
法
を
参

考
に
か
ら
だ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

２
０
０
８
年
の
夏
は

ど
う
だ
っ
た
？

西
・
東
日
本
は
６
月
は
曇
り
や
雨
が
多
く
７
〜
８

月
は
晴
れ
る
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
が
特
徴
的
で
し
た
。北
日
本
は
６
月
は
晴
れ

の
日
が
多
か
っ
た
も
の
の
、７
〜
８
月
は
曇
り
や
雨

が
多
く
な
り
ま
し
た
。以
上
の
こ
と
か
ら
、今
年
の
花

粉
の
飛
沫
量
は
、西
・
東
日
本
は
昨
年
と
同
じ
か
や

や
多
く
、北
日
本
は
昨
年
よ
り
少
な
め
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

飛
散
時
期
は
？

花
粉
が
いつ
か
ら
飛
び
始
め
る
の
か
は
、初
冬
期(

11

〜
12
月)

と
厳
冬
期(

１
〜
２
月)

の
気
温
の
変
化
の
影

響
を
受
け
ま
す
。雄
花
は
７
月
か
ら
成
長
を
始
め
12

月
に
完
成
、休
眠
状
態
に
入
り
ま
す
。そ
し
て
冬
の
低

温
時
期
を
経
た
後
覚
醒
し
、し
だ
い
に
開
花
し
花
粉

を
放
出
し
ま
す
。初
冬
期
の
気
温
が
高
め
の
場
合
は

休
眠
か
ら
の
覚
醒
が
遅
く
な
る
た

め
に
開
花
が
遅
れ
る
傾
向
に
、厳
冬

期
以
降
の
気
温
が
高
め
の
場
合
は

覚
醒
後
の
成
長
が
促
進
さ
れ
る
た

め
に
開
花
が
早
く
な
る
傾
向
に
な
り

ま
す
。

今
年
は
断
続
的
に
流
れ
込
ん
で
く

る
寒
気
の
影
響
に
よ
り
、雄
花
の
休

眠
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。１
〜
２
月
は
寒
気
の
影

響
で
冬
ら
し
い
寒
さ
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、２
月
の
終
わ
り
に
は
そ
の
ピ
ー
ク

を
過
ぎ
、３
月
に
入
る
と
一
気
に
春
め

い
て
く
る
模
様
で
す
。よ
っ
て
今
年
の

飛
散
時
期
は
昨
年
と
比
較
す
る
と
、

ほ
ぼ
同
じ
か
や
や
遅
い
時
期
に
飛
散

す
る
地
域
が
多
い
よ
う
で
す
。

九
州
北
部
の
様
子
は
？

九
州
北
部
の
昨
年
夏
の
日
照
時
間
は
２
０
０
４
年

か
ら
の
過
去
５
年
間
で
も
っ
と
も
短
く
、最
高
気
温
は

２
番
目
に
低
く
な
り
ま
し
た
。そ
の一
方
、降
水
量
は
２

番
目
に
多
く
な
り
ま
し
た
。雄
花
の
成
長
に
と
っ
て
は

こ
の
気
候
は
悪
い
も
の
で
、今
年
は
昨
年
よ
り
も
飛
沫

量
が
少
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。し
か
し
昨
年
夏

は
前
述
の
よ
う
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
代
表
さ
れ
る
不
安

定
な
天
気
が
多
か
っ
た
た
め
、雄
花
の
成
長
に
も
ム
ラ

が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。局
地
的
に
は
予
想
を
上
回

る
飛
散
の
可
能
性
が
あ
り
、油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。飛

散
が
始
ま
る
時
期
は
、昨
年
並
み
か
や
や
遅
く
２
月
上

旬
ご
ろ
に
な
り
そ
う
で
す
。

※

予
想
さ
れ
て
い
る
飛
散
が
始
ま
る
時
期
は
、あ
く
ま

で
も
天
気・気
温
が
平
年
並
み
に
経
過
し
た
場
合
の

も
の
で
す
。よ
っ
て
飛
散
が
始
ま
る
直
前
に
春
一
番

が
吹
き
気
温
が
急
に
上
昇
し
た
場
合
や
、逆
に
大

雪
が
降
り
気
温
が
急
に
低
下
し
た
場
合
な
ど
に
よ

り
、飛
散
が
始
ま
る
時
期
は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

2009年

スギ花粉の

飛沫量と飛散時期

の予想

花粉に

さらされない

方法

花
粉
症
の
し
く
み
と
予
防������

薬物による予防
薬物による予防法は、基本的には治療としての薬物療法と同じで
す。薬物を花粉が飛散している時期の前から予防的に服用しはじ
める(初期療法＝初期段階で行う治療)とより効果的で、花粉症の
治療期間も短くなります。初期療法は完全な予防にはなりません
が、症状が出てから治療をはじめるよりも効果的であることが報
告されています。初期療法については専門医にご相談ください。

マスク
マスクの着用は、吸い込む花粉を約3分の1から6分の1に減らし、鼻の症
状を軽くする効果があります。花粉症の症状がない人でも、吸い込む花粉
の量を減らすことで、花粉症の発症を抑えることが期待できます。

服装
一般的に素材がウール製の衣類は、花粉が付着し
やすく花粉を屋内などに持ち込みやすいので、服
装にも気をつけることが必要です。素材が綿また
はポリエステルなどの化学繊維製のものは花粉が
付着しにくく、衣類に付着した花粉を吸い込む量
を減らすことが期待できます。また花粉が付着し
やすいからだの部分は露出している頭と顔です
が、帽子をかぶることで、頭に花粉が付着する量を減らすことが可能です。

めがね
花粉症専用のめがねも販売されていますが、通常のめがねでも、使用して
いない場合より目に入る花粉の量が減少します。花粉が飛散している時期
でコンタクトレンズを使用している方は、コンタクトレンズによる刺激か
ら花粉によるアレルギー性結膜炎を増幅させてしまうので、めがねに替え
たほうがいいと考えられています。

うがい・洗顔
外出して帰ってきた際、うがい・洗顔をすることで
花粉を除去する効果があります。
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神
経
難
病
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

【
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
】

地域に開かれた
医療福祉施設として
柳川療育センター10周年

よりよい発達支援をめざして
－柳川療育センター10周年記念講演会(第２回柳川療育セミナー)－

｢柳川の下のボニョ｣ってなあに？
－おたのしみ会－

つきたての温かい｢もち｣の味と手触りに感激
－もちつき会－

1997年社会福祉法人格(法人名：社会福祉法人 高邦福祉会)を取得し、
重度心身障害児(者)施設として柳川療育センターは誕生しました。
この誕生よりの10年間、
地域の皆さまのご協力のもとに発展することができました。
今後もご利用者の方々の幸せな成長・発達を願い、人権を尊重し、
人間性に富んだ最善の総合的療育サービスをご提供いたします。

神
経
難
病
は
原
因
不
明
で
あ
り
、薬
に
よ
っ
て
完
治
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

日
常
生
活
動
作
能
力
低
下
の
予
防・改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す

第

９

回

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ

　
神
経
難
病
と
そ
の
障
害

神
経
難
病
は
、そ
の
多
く
が
進
行
性
で
あ
り
有

効
な
治
療
法
も
少
な
く
、徐
々
に
い
ろ
い
ろ
な
身

体
機
能（
歩
行
、嚥
下
、言
語
、排
泄
な
ど
）の
障

害
を
き
た
す
疾
患
で
す
。

主
な
代
表
的
疾
患
と
し
て
、脊
髄（
せ
き
ず
い
）

小
脳
変
性
症
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、多
発
性
硬
化

症
、筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、筋
ジ
ス
ト
ロ
フィ
ー
、

重
症
筋
無
力
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
が
あ
り

ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
で
は
こ
れ
ら
の
疾
患
の
障
害

に
つ
い
て
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
次
性
の
障
害

疾
患
に
よ
る
神
経
変
性
の
結
果
起
こ
る
も
の

で
、そ
の
病
態
特
有
の一
次
性
障
害
で
す
。

例
え
ば
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
で
あ
れ
ば
四
大

徴
候
と
い
わ
れ
る
痙
固
縮（
け
い
こ
し
ゅ
く
）、振

戦
、無
動
、姿
勢
反
射
障
害
と
い
わ
れ
る
も
の
で

す
。こ
の
病
態
特
有
の
症
状
に
よ
り
、歩
行
能
力

や
寝
返
り
、起
き
上
が
り
、起
立
な
ど
の
基
本
動

作
能
力
が
低
下
を
き
た
し
ま
す
。

二
次
性
の
障
害

一
時
性
障
害
を
原
因
と
し
て
日
常
の
生
活
活
動

を
制
限
さ
れ
た
結
果
、筋
力
低
下
、関
節
拘
縮

（
か
ん
せ
つ
こ
う
し
ゅ
く
）、ま
た
動
作
・
活
動
に
対

し
お
っ
く
う
・
恐
怖
感
と
い
っ
た
精
神
面
の
低
下
、

そ
れ
ら
の
要
素
が
原
因
と
な
る
バ
ラ
ン
ス
能
力
低

下
と
い
っ
た
機
能
障
害
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
二
次
性
の
障
害
と
い
い
ま
す
。さ
ら
に
こ

の
二
次
性
の
障
害
は
一
次
性
の
障
害
と
と
も
に
日

常
の
生
活
活
動
能
力
に
い
っ
そ
う
の
低
下
を
き
た

す
の
で
す
。　

　
実
際
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
よ
う
に
、神
経
難
病
の
患
者
さ
ま
は
容
易

に
二
次
性
の
障
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は一
次
性
障
害
に
で

は
な
く
、こ
れ
ら
二
次
性
の
障
害
に
対
し
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

機
能
訓
練

筋
力
訓
練
、可
動
域
訓
練
、感
覚
訓
練
、バ
ラ
ン

ス
訓
練
と
い
っ
た
機
能
的
な
部
分
に
対
し
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

二
次
障
害
の
予
防
・
改
善
の
た
め
に
は
患
者
さ

ま
が
希
望
す
る
場
所
で
よ
り
長
く
生
活
す
る
こ

と
、自
身
が
持
っ
て
い
る
能
力
を
最
大
限
活
か
し

た
生
活
が
で
き
る
こ
と
と
い
っ
た
環
境
づ
く
り
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、歩
行
や
基
本

動
作
能
力
が
低
下
し
た
方
に
杖
や
手
す
り
の
設

置
と
い
っ
た
介
助
具
の
検
討
、患
者
さ
ま
が
在
宅

生
活
者
の
場
合
は
、そ
の
ご
家
族
の
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
介
助
指
導
を
行
う
こ
と
、家
事
・

趣
味
な
ど
患
者
さ
ま
の
目
的
を
作
り
活
動
に
つ

な
げ
る
こ
と
、ま
た
必
要
で
あ
れ
ば
在
宅
・
通
所

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
促
し
に
よ
り
、患
者
さ
ま
の

活
動
場
面
を
つ
く
り
身
体
機
能
維
持
や
ご
本
人

だ
け
で
な
く
ご
家
族
の
精
神
面
の
ケ
ア
を
図
る
こ

と
な
ど
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室　

理
学
療
法
士　

中
村
健
） 【ＤＡＴＡ】

名 称
住 所
電 話
U R L

柳川リハビリテーション病院
福岡県柳川市上宮永町１１３－２
０９４４-７２-０００１
http://www.kouhoukai.org/yanagawa/

【ＤＡＴＡ】
名 称
住 所
電 話
U R L

社会福祉法人 高邦福祉会　柳川療育センター
福岡県柳川市上宮永町284-2
0944-73-0039
http://www.kouhoukai.org/yanagawa/yrc

平成10年10月1日●社会福祉法人高邦福祉会、重度心身障害児(者)施設とし
て設立(入所定員50名、短期入所4名)、施設長 山下文雄、
施設長代理 渡辺ひさ子

平成12年 7 月1日●重度心身障害児(者)Ｂ型通園事業開始

平成16年 8 月1日●施設長 髙嶋幸男

平成17年 4 月1日●副施設長 糸数直哉

平成19年 7 月1日●増築 定員増 入所５名、短期入所1名

療 育 セ ン タ ー の 10 年

2008年11月29日、柳川リハビリテーション学院講堂において開催。障害を持つ
方 を々支援している皆さまとともに、療育に関して学び意見を交換し、より良い地
域社会へ向けて、連帯して発展することが目的です。当日は障害児(者)の医療・
福祉の現場に携わる方々や地域の住民の方など約300人が集まりました。
開会に先立つ髙嶋幸男施設長の挨拶の後、柳川療育センターの初代施設
長のご子息である久留米大学医学部小児科准教授の山下裕史朗先生、国際
医療福祉大学福岡リハビリテーション学部教授で日本言語聴覚士協会会長の
深浦順一言語聴覚学科長、大阪発達総合療育センターの理事長である梶浦
一郎先生の講演と続きました。山下先生は、発達障害の地域での支援モデルと
して久留米市における夏期治療プログラム(STP＝サマートリートメントプログラ
ム)や、久留米市幼児教育研究所などの事例を紹介されました。また深浦順一
先生は、視覚情報(文字)を利用した訓練、言語聴覚療法の内容などを紹介。
梶浦一郎先生は昭和45年施設設立、わが国ではじめて脳性麻痺の早期治療
(0才から)を開始してよりの実際の療育実践の事例などを紹介されました。
講演の後は、髙嶋施設長を座長とした講師３名も含めた総合討論が行わ

れ、会場からも実際の療育について具体的な質問が飛び交い、活発に意見が
交わされました。

2008年11月16日、柳川リハビリテーション学
院講堂において｢おたのしみ会｣を開催しました。
第一部は｢センター10年の歩み～ドラマ　君

のいた時間、ぼくのいく時間～｣を上映。
第二部はご家族と一緒にダンスやゲームを

楽しむ『柳川の下のボニョ』。10周年記念の今
回は、主人公が10年前にタイムトラベルして柳
川療育センターの10年を振り返り、さらに失った
宝物を捜し遠い過去にタイムトラベルしてしまい
ました。昔からの言い伝えによると柳川の下に
は『ボニョ』という自然の守り神がいるそうです。
果たして失った宝物とは。そして『ボニョ』の正体
とは、何だったのでしょうか…こんなストーリーを
交えたアトラクションに会場は盛り上がりました。

当日はちくご菜の花ライオンズクラブの皆さまのボランティアにより、
｢よいしょ｣の掛け声のもともちをついて手触りし、つきたてのもちの感
触を楽しみました。
ついたもちはその場で大根もちや納豆もちにして利用者やボラン

ティアの皆さんをはじめ、スタッフも一緒に味わいました。
また当日はちくご菜の花ライオンズクラブより寄付をいただき、髙嶋幸男

施設長より日頃のご支援とご協力に対し、改めて謝意を申し上げました。

あいさつに立つ
髙嶋幸男施設長

自然の守り神『ボニョ』が会場を
駆け巡りました

ボランティアの杉森高校の
皆さんも演奏を披露

にぎやかで楽しいひとときと
なりました

目録を進呈するちくご菜の花ライオンズ
クラブ会長・川村芳子氏(写真中央)

講演する
山下裕史朗先生

講演する
深浦順一先生

講演する
梶浦一郎先生



沖 侑大郎
［広島県］
祇園北高校

出身

深江 保恵
［福岡県］
福岡雙葉高校

出身

溝口 真一
［長崎県］
長崎南高校

出身

井澤 里奈
［熊本県］

熊本学園大学附属高校
出身

豊福 真衣
［福岡県］
久留米高校

出身

坂本 善美
［福岡県］
筑紫高校
出身

阪本 奈奈
［福岡県］
北筑高校
出身

玉城 綾乃
［沖縄県］
首里高校
出身

加藤 伸一
［山口県］
防府高校
出身

野中 仁子
［福岡県］
城南高校
出身

小川 雄基
［福岡県］
宗像高校
出身

新しい｢マイストーリー｣が始まる新しい｢マイストーリー｣が始まる新しい｢マイストーリー｣が始まる新しい｢マイストーリー｣が始まる
就職はゴールじゃなくて新しいスタート！
今年３月福岡リハビリテーション学部から
第一期生が卒業します。その第一期生たちの
ぞれぞれの夢をご紹介します。
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お申し込み・お問い合わせ
医 療 福 祉 の 多 彩 な エ キ ス パ ー ト を 育 て る 。

福岡リハビリテーション学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〒831-8501 福岡県大川市榎津137-1　TEL0944-89-2000 FAX0944-89-2001
�http://ohkawa.iuhw.ac.jp/   �reha-nyushi@iuhw.ac.jp
福岡看護学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〒810-0072 福岡県福岡市中央区長浜1-3-1　TEL092-739-4321 FAX092-739-4343
�http://fkango.iuhw.ac.jp/   �fkango-nyushi@iuhw.ac.jp

入試区分

一般入試

センター試験
利用入試

福岡リハビリテーション学部 福岡看護学部

後期

後期

2月9日（月）～2月23日（月）
【消印有効】

2月9日（月）～3月12日（木）
【消印有効】

2月28日（土）

※個別学力検査
　等は課さない

福岡
大川  ※1

̶

出願期間 試験日 試験地 実施学部

リ 看

リ 看

リ

入試区分

一般入試

センター試験
利用入試

後期

後期

3月期 3月13日（金）～3月25日（水）
【必着】

3月期

英語Ⅰ・Ⅱ、個人面接

必修／英語（リスニングを除く）
選択／国語、数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・B、物理Ⅰ、化学Ⅰ、

生物Ⅰ、日本史B、世界史B、現代社会
※上記の9科目から高得点の2科目を判定
　対象とする

選抜方法

※1●福岡リハビリテーション学部は「大川会場」のみの実施

■Q　開設を4月に控え、残すところあと２ヶ月ほどとなって
いますが、準備はいかがですか？

校舎のリニューアルは順調に進んでいます。また、入学式や開講予定の講
義、その他学生生活に必要な様々な仕組みについて、１期生に不便がないよう、鋭意準備を進めています。
入学試験については、11月の高校推薦入試を皮切りに高校推薦Ⅱ期、一般入試前期日程と実施してきました。
12月の説明会や推薦入試で出会った受験生は、まじめで目的意識が高い印象を受けました。

■Q　具体的にどんな目標をもった受験生がいらっしゃいましたか？
｢３、４年ほど、臨床の現場を経験して国際的な分野で頑張りたい｣とか｢卒業後は故郷の島に帰って地域医療
に貢献したい｣など、たくさんの夢を聞かせてもらいました。

■Q　4月以降、新入生はどのように学習を進めていくのでしょうか？
オリエンテーション、入学式を経て講義を受けていきます。特徴的なのは、１年生の｢基礎ゼミナール｣です。少
人数で構成されたこのゼミでは、学習支援のみならず生活支援も行います。またこのゼミでは、医療機関での体
験実習を行います。早期に臨床を体験することで、看護職者を目指す上で学生自らが何かをつかんでくれること
を期待しています。
講義だけではありません。6月27日には「ロイ適応モデル」の提唱者であるカリスタ・ロイ先生に本学部にお
越しいただき、学生に講演していただく予定です。さまざまな機会を学生に提供し、資質の向上に役立ててほし
いと思います。

新入生の入学が楽しみですね。ありがとうございました。

2008年12月7日(日)福岡市
の福岡国際ホールにおいて、福岡
リハビリテーション学部・福岡看
護学部｢大学説明会｣を開催。高
校生を中心にたくさんの受験生、
保護者の皆さまにご参加いただ
きました。大学説明会では、両学
部長から教育方針についての説
明の後、参加者の皆さまへ熱い
メッセージが送られました。また
学科説明コーナーでは、各学科の
教員が作成した学科パネルや展
示物も大好評で、参加された方
が資料を前に教員の説明を熱心
に聞かれる姿も多く見受けられ
ました。参加された方々は、教員
と直接交流できたことに大変喜
ばれた様子。大盛況のうちに終
了することができました。

●１月９日(金)
福岡リハビリテーション学部作業療法学科による年に1度の症例報告会が
行われました。報告会には１年生から３年生の約１２０名と教職員が集まり、
活発な議論が交わされました。
今回｢慢性統合失調症患者の地域生活支援～Catch The New Life 未来を
みつめて～｣というテーマで評価実習を行った作業療法学科3年生の武田康
雅君によると、｢対象者(患者さま)との意思疎通が難しく大変苦労しました。
コミュニケーションを取れるようになることが、将来作業療法士を目指して
いる私にとって今後の課題になると思います。また精神疾患という分野に対
して今までどこかで敬遠していた部分もありましたが、評価実習を経験する
ことにより、今まで自分が知らなかった分野にも挑戦していきたいと考える
ようになりました」とのこと。昨年１２月までの約３ヶ月にわたり実習を行っ
たことで、新たな発見と自分が目指す作業療法士になるための課題を見つけ
るという目的を達成できたようでした。 

評価実習とは
対象者(患者さま)の観察・面接・検査測定を行い、適切な治療方法を立
案し実践することを通して、作業療法士としての新たな発見や課題を見つ
けることです。初の卒業生となる理学療法学科・作業療法学科４年生は、４月から１６

週間の臨床実習に臨み、終了後に症例報告発表会を行いました。両学科
とも３月１日にある国家試験に向けて、9月から学内模試、業者模試をは
じめ、定期的に特別講義、集中対策講座、週１でミニテスト、またグループ
学習と精力的に取り組み、現在は、最後の追い込みで毎日遅くまで勉強し
ています。全員合格を目指して学生と教員一丸となって頑張っています。

｢福岡看護学部｣について
国際医療福祉大学４番目のキャンパスとして、平成２１年４月福岡市天神地
区に開設予定。構成される学科は看護学科(入学定員80名)。小田正枝学部
長(就任予定)のもと、４年間を通して豊かな人間性と広い視野を持った看
護師・保健師(いずれも国家資格)の育成をめざし、特色あるカリキュラム
が用意されています。

小田 正枝 （おだ・まさえ）

� � � � � � � � � �

PT
Physical Therapy
理学療法学科

OT
Occupational Therapy
作業療法学科

斉藤 雅貴
［千葉県］
千葉高校
出身

樋口 美希子
［福岡県］
朝倉高校
出身

西村 亜希
［山口県］

宇部フロンティア大学
附属香川高校

出身

中野 智洋
［福岡県］
朝倉高校
出身

江里口 恵介
［佐賀県］
唐津西高校

出身

ケータイでバーコードを読み
取りアクセスしてください

リハビリテーションと看護

医療専門職の仕事フェア
●日時：2009年３月29日(日)　11:00～16:00(予定)
●会場：福岡県大川キャンパス

オープンキャンパス２００９3/29
（日）
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学校法人高木学園の専門学校3校（専門学校柳川リハビリテー

ション学院、福岡国際医療福祉学院、大川看護福祉専門学校）の

2009（平成21）年度のオープンキャンパスの日程が決まりました。

3校への入学を希望されている方は、ぜひ足を運んでみてください。

また、各校とも多彩な催しを計画しています。お楽しみに！

2009(平成21)年度　オープンキャンパスと3校の催しのご案内

第４回生の戴帽式を実施
大川看護福祉専門学校は、２００８年11月8日、第４回生の戴帽式を挙行いたしました。ご家族

や関係者が見守るなか、戴帽生39人が、坂口登津子副校長から一人ずつ帽子を戴き、ナイチン

ゲール像からキャンドルの火を受け取りました。会場は、キャンドルの灯火の光だけが灯され、

厳かな雰囲気に包まれました。

戴帽生は「責任を持ち、誠実に尽くし、笑顔を絶やさず、

思いやり、やさしさ、温かみのある看護を目指して、看護の

道を目指す者同士、ともに助け合い惜しみない努力をしま

す」と宣誓。山本匡介学校長は「初心を忘れず、誓いの言葉

のとおり思いやりを持った看護師をめざしてください」と

お祝いの言葉を述べました。同学科3年生の在校生代表か

らも「実習では愛情を持って患者さまに接してください」と

激励の言葉が伝えられました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〒831-0016 福岡県大川市酒見391-5
�0944-88-3433
�0944-88-1339
http://www.takagigakuen.ac.jp/ohkawa/ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学校法人
高木学園 大川看護福祉専門学校 ��������������������������������������������

クラスマッチ実施！

百道浜小学校4年生を迎え、職業体験開催！

さる２００８年11月30日、専門学校柳川リハビリテーション学院のクラス

マッチに参加してきました。このクラスマッチは、本校OBである私が在学中の

平成12年から続いている学生の自主的な行事で、実は私は第１回大会の実行

委員長でした。したがってこの大会には強い思い入れがあり、今後ますます発

展してほしいと思っている行事です。

今年は｢ソフトボール｣｢本気バレー｣｢遊びバレー｣の３種目が大和町Ｂ＆Ｇ

体育館とグラウンドで開催されました。

私はST２年ソフトボールチームに午前中参加し、午後は教職員チームの一

員として遊びバレーに参加しましたが、いずれも一回戦敗退で、プレーヤーと

しての楽しみは早々に終わってしまいました。

ただ、この大会の楽しさは競技に参加することだけではありません。いつも

身近でともに学び、また互いに教えあっている人の競技を応援するのも実に楽

しいことです。教室ではおとなしい学生がいきいきと躍動する姿や、目立たな

い学生がリーダーシップを発揮する姿を目にすることは珍しくあ

りません。また、同じクラスや同じ学科の競技者を一生懸命応

援する学生の姿もまたすばらしいものです。後輩でもある教え子たちの姿を見

ていると、頼もしく思うとともに、学校内の姿だけで学生を判断してはいけない

ことを痛感します。

大会はそれぞれの競技の勝者が表彰された後、これは私たちの代ではな

かった行事ですが、参加者全員に配布された番号に基づいた抽選会で賞品が

授与され閉会しました。できるだけ多くの学生が参加して楽しめる企画になっ

ていることに感心しました。

しかし、私が一番に感心したのは、多くの学生が後片付けに積極的に参加

し、塵一つ落ちていない状態にして帰宅したことです。

来年は久しぶりに学院祭も開催される見通しとなりましたが、学生たちにこ

のような気持ちがある限り、必ず大成功を収めることでしょう。私も柳川リハビリ

テーション学院の一員として積極的に参加していきたいと思っています。

専門学校柳川リハビリテーション学院言語聴覚学科教員  山口 信

福岡国際医療福祉学院は、11月17日、福岡市立百道浜小学校の4年生約

100名を対象に、医療専門職についての職業体験学習を行いました。福岡市早

良区の同小学校は、学院のキャンパスの目の前にありますが、教員や学生が子

どもたちと交流をするのは初めてのことになります。

｢赤ちゃん抱っこリレー｣や｢車椅子リレー｣など、ゲーム形式での企画を中心

とした内容は、楽しみながら学習できるものばかりでした。｢赤ちゃん抱っこリ

レー｣は、子どもたちが、高齢者特有の視野や視覚を疑似体験できるゴーグル

をかけた上に、首がまだ座っていない状態を模した、赤ちゃん人形を抱っこして

走るというもの。皆さん自分の思うようにからだが動かないという大変さを

実感しているようでした。しかし、時折歓声が上がるなど、子どもたちは、初め

ての体験を大いに楽しんでいました。

最後に教員からは｢皆さんには、身体や眼の不自由な方の体験をしてもら

いました。街頭で障害を持つ方を見かけた時には、ぜひ手を差し伸べて欲し

いと思います｣とメッセージ。児童の中には「将来は看護師になりたい」という

医療職への憧れを持つ子どもも。この体験学習が、医療職を目指すきっかけ

になった子どもたちもきっといることでしょう！

大会
観戦記

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〒814-0001福岡市早良区百道浜3-6-40
�0120-05-5931　�092-832-1166（代）
�092-832-1190
http://www.takagigakuen.ac.jp/fukuoka/
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〒832-0058　柳川市上宮永町116-1 
�0944-72-1001
�0944-72-1018
http://www.takagigakuen.ac.jp/yanagawa/
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学校法人
高木学園

専門
学校柳川リハビリテーション学院

学校法人
高木学園 福岡国際医療福祉学院

韓国からの見学者来校！　●１月２３日（金）
福岡国際医療福祉学院のキャンパスに、韓国・束草市の東宇大学の朴景載学長、広島韓国教

育院の林一圭院長、駐福岡大韓民国総領事館の李忠浩領事らが視察に訪れました。一行は、出

迎えた満留昭久学院長などの案内を受けながら、福岡国際医療福祉学院の各学科の実習室

や、ももち国際ホール、

ももちアスリーナなど

を見学されました。４ヶ

国語の同時通訳が可能

なももち国際ホールで

は、客席に座り実際の設

備に触れる場面も。参加

者の皆さんは、｢立派な

施設ですね｣と笑顔で感

想を述べられました。

学校法人
高木学園 福岡国際医療福祉学院

●かんな祭（大川看護福祉専門学校学校祭）
　会場：大川看護福祉専門学校　開催日：2009（平成21）年10月25日（日）
●百華祭(福岡国際医療福祉学院・学院祭)
　会場：福岡国際医療福祉学院　開催日：2009（平成21）年10月31日（土）、11月1日（日）
●専門学校柳川リハビリテーション学院・学院祭
　会場：専門学校柳川リハビリテーション学院　開催日：2009（平成21）年11月3日（火・祝）

⑥8/1(土)AM
⑦8/8(土)AM
⑧8/16(日)

⑤8/2(日)AM
⑥8/11(火・祝)
⑦8/22(土)AM

⑤8/1(土)
⑥8/7(金)
⑦8/8(土)
⑧8/22(土)

柳川

福岡

大川

①3/28(土)

①3/27(金)

①3/20（金・祝)

平成21年
3月

②4/29(水・祝)

②4/26(日)

4月

②5/23(土)

5月

③6/14(日)
　AM

③6/28(日)

③6/20(土)

6月

④7/12(日)
　AM
⑤7/26(日)

④7/19(日)

④7/19(日)

7月 8月

⑨9/13(日)

⑧9/20(日)

⑨9/19(土)

9月

⑨10/25(日)

10月

⑩11/1(日)

⑩11/15(日)

⑩11/7(土)

11月

⑪12/26(土)

⑪12/23(水・祝)

⑪12/20(日)

12月

⑫1/30(土)

平成22年
1月

⑫2/11(木・祝)
　AM

⑫2/7(日)

2月

記念写真を撮影 広い体育館に感心
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ご
自
宅
で
生
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さ
れ
て
い
る
方
が
日
常
生
活
に
必
要
な

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
に
必
要
な
こ
と
を

｢

お
手
伝
い｣

す
る

－

安
心
な｢

暮
ら
し｣

の
た
め
に

【ＤＡＴＡ】

午
前
９
時
過
ぎ
。｢

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す｣
と
お
迎

え
に
う
か
が
う
と
、光
益
須
美
子
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
に
座

り
、私
た
ち
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。ひ
と
り
暮

ら
し
の
光
益
須
美
子
さ
ん
に
と
っ
て
、今
日
は
週
に
２

回
の
心
待
ち
の
日
。介
護
ス
タ
ッ
フ
の
介
助
で
車
に
乗

り
、高
邦
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ーへ
向
か
い
ま
す

－

。

光
益
須
美
子
さ
ん
が
高
邦
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２
年
前
の
あ

る
朝
。突
然
の
脳
梗
塞
で
高
木
病
院
に
救
急
車
で
運
ば

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。そ
し
て
半
年
間
の
入
院

治
療
後
、自
宅
に
て
ふ
た
た
び
ひ
と
り
暮
ら
し
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
際
、通
所
介
護
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
こ
で
介
護
支
援
専
門
員
を

交
え
て
相
談
の
後
、介
護
認
定
を
受
け
た
上
で
、現
在
、

高
邦
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
、有
明
ヘル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン(

訪
問
介
護
・ホ
ー
ム
ヘル
パ
ー)

を
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

高
邦
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
ハ

ウ
ス
大
川
の
１
階
に
位
置
し
、毎
日
約
30
名
、１
週
間
で

約
1
8
0
名
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス(

通
所
介
護)

の
施
設
で
す
。在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い

る
要
介
護
・
要
支
援
者
の
方
を
対
象
に
入
浴
や
食
事
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、機
能
訓
練(

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン)

な
ど
、日
常
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

������

閉
じ
こ
も
り
の
防
止
や

心
身
機
能
の
維
持
と
向
上
を
図
る

車
よ
り
降
り
た
光
益
須
美
子
さ
ん
。早
速
介
護
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。｢

最
近

歯
の
具
合
が
よ
く
な
い｣｢

目
の
調
子
は
大
丈
夫｣

と

か
ら
だ
の
状
態
を
う
か
が
い
、光
益
須
美
子
さ
ん
に 

｢

安
心｣

し
て
い
た
だ
く
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
後
は
、グ
ル
ー
プ
で
行
う
健
康
体

操
。最
近
は
自
宅
で
も｢

復
習｣

さ
れ
て
い
る
様
子
で

す
。全
身
を
使
っ
た
無
理
の
な
い
体
操
を
自
宅
で
も

行
う
こ
と
で
、｢

生
活
に
張
り
合
い
が
出
て
き
た｣

と

の
こ
と
。健
康
体
操
の
後
は
光
益
須
美
子
さ
ん
お
待

ち
か
ね
の
入
浴
と
食
事
で
す
。

光
益
須
美
子
さ
ん
は｢

こ
こ
の
お
風
呂
は
広
く
て

気
持
ち
が
い
い｣｢

安
心
し
て
入
れ
る｣

と
入
浴
が
大
好

き
。私
た
ち
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
長
湯
で
湯
あ
た

り
さ
れ
な
い
か
心
配
で
す
が
、常
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

入
浴
後
の
食
事
も｢

あ
た
た
か
い
ご
飯
が
お
い
し
く
て｣

と
、他
の
ご
利
用
者
の
方
々
と
談
笑
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。午
後
か
ら
も
帰
宅
ま
で
の
間
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
と
会
話
し
た
り
、一
緒
に
軽
く
運
動
し

た
り
と
快
適
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

光
益
須
美
子
さ
ん
よ
り
こ
ん
な
あ
り
が
た
い
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た

－

。

「
こ
こ
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、ほ
ん
と
に
人
の
親

切
の
あ
り
が
た
さ
が
身
に
染
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。人
と
話
す
こ
と
の
楽
し
さ
、『
お
手
伝
い
』し
て
く

れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
温
か
さ
、優
し
さ
。考
え
た
ら
涙
が

で
て
き
そ
う
に
な
る
く
ら
い…

あ
り
が
と
う
」。

ご
高
齢
の
方
と
く
に
病
後
の
方
は
、活
動
性
が
低

く
な
り
、自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。し
か
し
通
所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
外
出
の
機
会
を
増
や
し
、閉
じ
こ
も
り

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
外
出
を
含
め
施
設

内
で
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
で
、か
ら
だ
の
機
能
の

維
持
と
向
上
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
介
護
ス
タ
ッ
フ

や
他
の
ご
利
用
者
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
は
、ご
利
用

者
に
と
っ
て
の
気
分
転
換
と
な
り
、｢

こ
こ
ろ｣

の
ケ

ア
と
意
識
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

家
族
の
介
護
負
担
も
軽
減

ご
利
用
者
の
な
か
に
は
ご
家
族
と
同
居
で
生
活
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。高
邦
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

利
用
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、介
護
疲
れ
か
ら
開

放
さ
れ
た
、と
い
う
ご
家
族
も
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
者
が｢

外
出
す
る｣

と
い
う
こ
と
で
、介
護
さ
れ

る
ご
家
族
に
も
リ
フ
レッ
シュ
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
、皆
さ
ま
が
幸
せ
に
な
れ

る
人
間
関
係
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
し
て
ご
利
用
者
ご
家
族
を
含
め
、そ
の
人
ら

し
い｢

暮
ら
し｣

が
いつ
ま
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
、今
後
も

多
様
な｢

暮
ら
し｣

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

名 称
住 所
電 話
U R L
メール

高邦会デイサービスセンター
福岡県大川市榎津161-1(ケアサポートハウス大川)
0944-89-5662
http://www.kouhoukai.org/cshweb/
dayservice@kouhoukai.org

施
設
紹
介
vol.

⑥

｢

病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
知
っ
た｣

デ
イ
サ
ー
ビ
ス(
通
所
介
護)

と
は

健康体操もご利用者の皆さんと一緒に

昼食はご利用者の方の楽しみ。
会話のある食卓は料理がおいし
くなる｢調味料｣ 

外出の機会を増やすために、ピクニックや観
光ツアーなどの催しごとも充実。ご利用者の
楽しみとなっています

施設内では常に介護スタッフがサポート

いつもより足取りが軽いのは、
心待ちにされていた証

ご利用者のお迎え

～ 通所介護の一日 ～

機能訓練・体操・レクリエーション

健康チェック

入浴

食事

趣味・活動など

ご利用者のお送り

※当日のご利用者の状況により、
活動が前後する場合があります。

デイサービス（通所介護）
を利用するには？
デイサービス（通所介護）を受けるには、各市町村

で介護認定の申請を行い、｢要支援｣｢要介護｣と認定
されることが必要
です。その上で介
護支援専門員（ケ
アマネージャー）
などによりケアプ
ランを作成する必
要があります。
お問い合わせ／ケアサポートハウス大川
TEL／0944-89-5660

コラム～ご利用者を確実に安全にお迎え・お送りするために～
｢交通安全に関する講話｣開催

●有明総合ケアセンター・ケアサポートハウス大川

２００８年１２月８日有明総合ケアセンターにて柳川警察署の方を、１２月１０日ケアサポート
ハウス大川にて大川警察署の方をお招きし、在宅医療推進部の交通安全に関する講話会を開催
しました。警察署の方々には管内の事故多発箇所や時間帯、飲酒運転やシートベルト着用等に
関しての注意喚起や、車輌の死角や運行に関する注意点など、ビ
デオを交えながら分かりやすく説明していただきました。
私たち在宅医療推進部では、通所や訪問などの車輌の運転は

日常の業務の一部です。あらためて自己を振り返る機会となりま
した。ご利用者のお迎えやお送りなど、今後も引続き細心の注意
を払い、交通安全に努めていきます。



病院としての｢質｣の向上のために
３施設で研究発表会を開催

TOPICS s√Ωhr

高邦会職員の日頃の業務改善や研究を発表し、スキル向上と病院としての｢質｣を高めるため、みずま高邦会病院・柳川リハビリ

テーション病院・高木病院のそれぞれの施設が、２００８年１１月から１２月にかけて院内研究発表会を開催しました。

みずま高邦会病院　第６回 院内研究発表会
２００８年１１月３０日、国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部

Ｂ棟講義室にて開催。看護部、リハビリテーション室、栄養室、みずま通所

リハビリテーションセンター、医療福祉相談室が、日常業務の検証や勉

強会、経験を活かした取り組みなどについて、６席の発表を行いました。

柳川リハビリテーション病院　第１６回看護研究発表会
２００８年１２月１３日に開催。キアリ骨盤骨切り術後の

クリティカルパス（※注）や、神経難病患者さまのバイブラ

入浴の振り返り、各委員会の活動報告など、病棟演題７席

の発表がありました。田中明美看護部長は｢さらなる研究

は看護の向上。皆さんの『気づき』を研究につなげ、研究の

達成感を味わい、明日からどのように行動するか考えてほ

しい。日々研究を継続することが大切です｣と総評しました。

第４回　高木病院　研究発表会
２００８年１２月１４日、国際医療福祉大学福岡リハビリ

テーション学部Ｃ棟大講義室にて開催。当日は職員約

２４０名が参加。大川看護福祉専門学校の講師も含め、医

師や看護師、コ・メディカルスタッフなどにより２８席の発

表がありました。発表の内容は投薬や検査、治験などの医

療に関するものから、患者さまに対する接遇、職員のスト

レス調査、看護の現場や生徒の教育などと多岐にわたり、

会場からも各人の経験をふまえた質問が相次ぎました。

山本匡介病院長は｢職員一人ひとりが持つパワーを最大

限に発揮し、良質で安全な病院を作っていくためには、職

場環境の解析も必要。職員同士の連帯を深め、チーム医療

を推進し、さらに病院を発展させたい｣と総評。今後もこ

の研究を病院全体の業務改善に活用していく方針です。

総評する山本病院長｢病院
の発展が期待できる充実し
た発表でした｣

福田京子看護部長は｢この
研究の成果をいかに日々の
看護に活かしていくかが発
展のポイント｣とコメント

演者は病棟などで行った調査や患者さまの意識調査などを発表

総評する田中看護部長｢皆
さんの努力と研究に拍手
を送りたい｣

�������� �����������������������
学会発表

髙木病院
開催日 氏名（所属） 学会名 開催地

平成20年10月29日

平成20年10月29日

平成20年11月1日

平成20年11月1日

平成20年11月1日～2日

平成20年11月1日～2日

平成20年11月5日～6日

平成20年11月8日

平成20年11月8日

平成20年11月13日～15日

平成20年11月15日

平成20年11月21日

平成20年11月21日～22日

平成20年11月21日～22日

平成20年11月23日～24日

平成20年11月29日

平成20年11月30日

平成20年12月5日

平成20年12月6日

平成21年1月14日

平成21年1月30日

平成21年1月30日～31日

講　演

講　演

内　容

内　容

演題名

演題名

演題名

講　演

講　演

演題名

演題名

演題名

演題名

演題名

演題名

演題名

演題名

特別講演

演題名

講　演

講　演

演題名

冠動脈疾患における内科治療

循環器疾患における外科治療

映像ディレクター

コメンテーター

慢性心房細動に対するBox isolationの有用性：抗不整脈薬とのハイブリッド療法

Box isolation後にcomplex fractionated atrial electrogramを追加焼灼した場合のHeart rateviabilityの評価

気管支喘息患者に合併したAlcaligenes xylosoxidansによる肺炎

最新不妊治療の実際

不妊治療者の心理

内頸動脈高度狭窄を伴った破裂内頸動脈瘤の1例

Which is the best stent for “slender” system?

心房細動の最新の治療法－薬物治療から非薬物治療まで－

男性に発症した閉鎖孔ヘルニアの1例

Holocord syringomyeliaを伴った第4脳室出口部閉塞により全脳室拡大を呈した2症例

心臓カテーテル室における安全管理対策

当院における高齢者の大腿骨近位部骨折患者のビタミンK不足状態の検討(片側例と両側例との比較)

九州学生アメリカンフットボールリーグにおける傷病調査

脂肪細胞:肥満，再生，癌

脊髄栄養動脈の同定にAngio CTが有用であった胸腹部大動脈瘤の1例

心房細動のアップストリーム治療

薬剤およびカテーテルアブレーション(Boxisolation)によるリバースリモデリング

バセドウ眼症のステロイド療法後、うつ状態も軽快した甲状腺機能正常バセドウ病に合併するうつ状態の1例

佐藤恭一[循環器内科]

土井一義[循環器外科]

佐藤恭一[循環器内科]

森聡史[臨床工学室]

熊谷浩一郎[循環器内科]

熊谷浩一郎[循環器内科] 遠山英子［循環器内科］

川浦太[呼吸器内科] 中原快明［呼吸器内科］

小島加代子[産婦人科]

伊藤紀子[臨床心理士]

中原公宏[脳神経外科]

佐藤恭一[循環器内科]

熊谷浩一郎[循環器内科]

阿座上聖史[内科] 森田秀裕［内科］

土井亮[脳神経外科]

森聡史[臨床工学室]

吉川和彦[整形外科]

井上貴司[整形外科]

杉原甫[病理]

土井一義[循環器外科]

熊谷浩一郎[循環器内科]

熊谷浩一郎[循環器内科]

岡本敬司[心療内科]

佐賀地区循環器疾患ミニ研究会

佐賀地区循環器疾患ミニ研究会

第1回JACCT/JSIC九州合同地方会ライブ

第1回JACCT/JSIC九州合同地方会ライブ

第25回日本心電学会学術集会

第25回日本心電学会学術集会

第61回日本呼吸器学会九州支部秋季学術講演会

不妊相談従事者研修会

不妊相談従事者研修会

第24回日本脳神経血管内治療学会総会

Slender Club Japan 8th Meeting in OKINAWA

学術講演会

第92回日本消化器病学会九州支部例会／第86回日本消化器内視鏡学会九州支部例会

第15回日本神経内視鏡学会

第8回日本心血管カテーテル治療学会学術集会

第116回西日本整形・災害外科学会

第116回西日本整形・災害外科学会

第22回日本小児脂質研究会

第105回日本循環器学会九州地方会

平塚市医師会内科部会学術講演会

CCT2009共催セミナー

第48回日本心身医学会九州地方会

佐賀県佐賀市

佐賀県佐賀市

福岡県福岡市

福岡県福岡市

新潟県新潟市

新潟県新潟市

沖縄県宣野湾市

佐賀県唐津市

佐賀県唐津市

愛知県名古屋市

沖縄県豊見城市

北海道小樽市

大分県大分市

東京都港区

京都府京都市

宮崎県宮崎市

宮崎県宮崎市

東京都荒川区

熊本県熊本市

神奈川県平塚市

兵庫県神戸市

沖縄県宣野湾市

リハビリテーション部
開催日 氏名（所属） 学会名 開催地

平成20年11月13日～15日

平成20年11月22日～23日

平成20年11月22日～23日

平成20年11月22日～23日

平成20年12月5日～6日

平成20年12月5日～6日

演題名

演題名

演題名

演題名

演題名

演題名

健常成人における直流電流前庭刺激による一過性前庭機能障害モデルの作成

地域生活援助におけるADL評価～FIMとAMPSの関係に着目して

診療情報発信・受信に対するOＴの意識調査～アンケート結果からの検討～

下肢筋群に対する筋硬度測定の信頼性

変形性股関節症に伴う脚長差が体幹・下肢に及ぼす影響

Chiari骨盤骨切り術後における関節裂隙の検討

岡真一郎[高木病院・理学療法室]

松野豊[高木病院・作業療法室]　鹿子供宏[高木病院・作業療法室]
永田敬生[高木病院・作業療法室]
新川寿子[国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部講師]
奈良進弘[国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部教授]
中原公宏[高木病院・脳神経外科]

永田敬生[高木病院・作業療法室] 森脇悦子[おおかわ訪問看護ステーション]

吉村和代[高木病院・理学療法室]

梅津重治[柳川リハビリテーション病院・理学療法室]

吉野絵美[柳川リハビリテーション病院・理学療法室]

第39回臨床神経生理学会

第30回九州理学療法士・作業療法士合同学会

第30回九州理学療法士・作業療法士合同学会

第30回九州理学療法士・作業療法士合同学会

第35回日本股関節学会

第35回日本股関節学会

大阪府大阪市

大分県別府市

大分県別府市

大分県別府市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

柳川リハビリテーション病院
開催日 氏名（所属） 学会名 開催地

平成20年10月4日

平成20年11月21日～22日

平成20年12月5日～6日

平成20年12月5日～6日

演題名

演題名

演題名

演題名

キアリ骨盤骨切り術の限界

終末期ケアについての一考察

進行期、末期変形性股関節症に対するキアリ骨盤骨切り術の５年成績

キアリ術後患者のトランスファー自立へのアプローチ～第２報～

井上明生[病院長]

室岡明美[医療福祉相談室] 中島幸[医療福祉相談室]

境野昌範[整形外科]

徳留千江子[看護部] 森山優子[看護部]

第14回松山関節炎・リウマチセミナー

第45回九州医療社会福祉事業協会かごしま大会

第35回日本股関節学会

第35回日本股関節学会

新潟県新潟市

鹿児島県鹿児島市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

福岡中央病院
開催日 氏名（所属） 学会名 開催地

平成20年11月29日～30日

平成21年1月22日～24日
内　容

内　容

運動器の10年

機能神経外科の最新の動向を討論

古賀敬[整形外科]

池﨑清信[副院長]

第116回西日本整形・災害外科学会

第48回日本定位・機能神経外科学会

宮崎県宮崎市

東京都千代田区

※注：クリティカルパス (critical path)
生産工程やプロジェクトなどで、お互いに従属関係にある複数の作業のうち、開
始から終了までをつなぐ時間的余裕のない一連の作業の集まり。とくに医療の分
野では、検査・治療・入院などの計画を明示的にし、在院日数短縮や患者さまに安
心していただく手法として応用される。｢クリニカルパス｣とも呼ばれる。
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ＴＱＭ活動を指導する人材養育研究所所長の
立川義博先生は｢コラボレーションの幅を広げ
業務を改善することは患者さまの満足度を高
め、働く者(職員)の意識も高めること｣と総評
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健康レシピvol.7

サークル活動から病院全体を改善
「第2回 高木病院ＴＱＭ発表大会」を開催
●高木病院　1月25日（日）

建陽大学校と
韓国駐福岡領事一行が来訪
｢日韓両校のさらなる友好と発展を｣
●1月13日(火)

「変形性股関節症の患者さん向けの解説書」
井上病院長が執筆・発刊
●柳川リハビリテーション病院

第２回介護教室
｢どげんしゅうか！？認知症｣を開催
●ケアサポートハウス大川

｢おねしょ｣への高い関心
第12回こども健康教室を開催
●高木病院　1月29日(木)

野菜たっぷりでメインのおかずにもOK

あったか豆乳スープ

栄養課＋11病棟＋医局 ｢もったいないバスターズ｣

第１位

TOPICS s√ΩhrTOPICS s√Ωhr

施設それぞれに趣向をこらした年末年始の催しごと

高木病院の組織全体と全職員の意識改善のために昨年度より導入

されたＴＱＭ活動の２回目となる発表会。今回は｢高木病院ＴＱＭ祭｣と

題し、国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部Ｃ棟大講義室に

おいて開催しました。16のサークルがそれぞれの活動を映像や音楽、

仮装や寸劇などを交えながら発表。このＴＱＭ活動は来年度も新しい

グループを再編成し、より一層活動の質を高めていく予定です。

ＴＱＭ(トータル・クオリティ・マネージメント)とは、いくつものグルー

プ(サークル)が個々の品質と体質改善のために活動することで、経営

や業務を総合的に改善していくことをねらいとした管理手法です。

みずま通所リハビリテーションセンター｢もちつき大会｣
高木病院デイケアセンター｢もちつき会｣
２００８年１２月２３日、みずま通所リハビリテーションセンターでは｢もちつき大会｣を開催。

ご利用者の方がついた餅で鏡餅を作りました。また１２月２６日には高木病院デイケアセンター

でも｢もちつき会｣を開催。つきあがった餅はあんこをつけて丸め、おやつとして味わいました。

いずれも年の瀬の賑やかさを実感する会となりました。

水郷苑｢忘年会｣
有明デイサービスセンター｢クリスマス忘年会｣
２００８年１２月２０日、水郷苑では忘年会を開催。入所者をは

じめご家族の方も一緒になって餅つきやくじ引きを楽しんだ

後、入所者の方が合唱を、職員が劇｢水戸黄門｣や歌と踊りの

出し物を披露。会場からは喝

采の拍手が沸きました。また

同日水郷苑に隣接する有明

デイサービスセンターでも、    

｢有明かくし芸大会｣と題しク

リスマス忘年会を開催。ご利

用者のマジックショーやフラ

ダンス、職員による喜劇｢百太

郎(ももたろう)｣の披露など

笑いを誘い大好評。毎年恒例

となった餅つきはご家族も一

緒に楽しみました。

ケアサポートハウス大川
｢もちつき会｣｢お屠蘇くばり｣
２００８年１２月２６日、高邦会

デイサービスセンターとグループ

ホーム大川、ケアサポートハウス大

川のご利用者と職員が総出となっ

た「もちつき会」を開催。「よい

しょ」の掛け声に合わせ元気に餅

をつき、女性のご利用者が熟練に

よる手さばきで餅を丸め、たくさん

の餅を作ることができました。

また年が改まった１月１日の元

旦には、グループホーム大川とケア

サポートハウス大川に入居されて

いるご利用者に、職員が長寿を願

う「お屠蘇」を配り、ご利用者ととも

に新年をことほぎました。

韓国・論山市にある建陽(コニャン)大学校の創立者で建陽大学附

属病院の理事長なども務める金英順(キム・ヒス)総長をはじめとする

建陽大学校の６名と、駐福岡大韓民国総領事館の李忠浩(イ・チュンホ)

領事の一行が、国際医療福祉大学・高邦会グループの現状を視察され

ました。今回の視察によって、教育と医療が一体となって地域医療に

取り組んでいる建陽大学校として

は、ぜひ当グループと友好関係を結

びたいという言葉を残し、福岡の地

を発たれました。

柳川リハビリテーション病院の病院長・井上明生先生が、変形性股

関節症の患者さん向けの解説書を２００８年１２月に出版されました。

この本は青・壮年期の患者さんに対する人工関節置換術がなんとか避

けられないか－という思いから執筆されたもので、各種温存（自骨）

手術や、進行・末期にも適応するキアリ骨盤骨切り術などをわかりや

すく解説。患者さんからの｢よくある質問｣内容も充実しています。この

本は柳川リハビリテーション病院の売店で販売しているほか、出版社

などのホームページから購入することも可能です。

２００８年１２月８日、｢どげんしゅうか！？認知症｣と題し、介護教室

を開催。教室では認知症についての講義の後、職員による認知症劇を

披露。参加者に好評でした。その後は実際に認知症の方を介護されて

いるご家族なども交えた座談会を行いました。

今回のこども健康教室のテーマは｢おね

しょは病気なの？｣。日本夜尿症学会会員で

ある新居見和彦小児科部長が講演しまし

た。集まった参加者は約１２０人。新居見先生

は｢おねしょについては無駄な心配をせず、

どのような場合に専門医にかかるかを考え

ましょう｣と語りました。講演後には会場の

参加者から質問が相次ぎ、おねしょへの関

心の高さがうかがわれました。

普通のスープにひと工夫。豆乳を使ってコクのあるヘルシーなスープをどうぞ。
豆乳は、畑の肉とよばれる大豆から作られます。豆乳は私たちに必要な必須アミノ酸が豊富で、良質なたんぱく
質源といえます。含まれている脂質は植物性のためノンコレステロールです。また注目されている大豆イソフラ
ボンも含み、女性ホルモンに似た作用を持つことから、更年期障害、骨粗鬆症予防に有効だといわれています。

退院や急な外泊などで生じる調理後の不要な食事を減らすために、管理栄養士・栄養士・調理師
が一丸となった栄養課と11病棟の看護師、循環器センターの医師、事務クラークが連携。不要な
食事の存在をアピールすることで職員の意識を改革し、栄養課への食事オーダー時間の厳守を周
知させる取り組みを行いました。

当日は約190人の職員が参加

発表者の奮闘ぶりに会場からも爆笑の声

｢変形性股関節症は自分の骨で治そう！
－人工関節をえらぶ前によむ本－｣
ＭＣメディカ出版
A5判 :152頁
定 価:1,680円(本体1,600円＋消費税)
ISBN-13：978-4-8404-2571-1

●メディカ出版のホームページ
http://www.medica.co.jp/book/

1人分／107Kcal　塩分／1.4ｇ　食物繊維／3.4ｇ

ブロッコリー…20ｇ 
にんじん…25ｇ 
しめじ…25ｇ 
コーン缶…12ｇ 
玉ねぎ…40ｇ 
洋風スープ…75ｃｃ 
豆乳…50ｃｃ 
牛乳…25ｃｃ 
バター・塩・コショウ・しょうゆ…適宜

作り方
ブロッコリー・しめじは子房に分け、にんじんは小さな乱切り、玉ねぎ
はみじん切りにします。子房に分けたブロッコリーは下ゆでします。

鍋を火にかけバターを溶かし、玉ねぎが透明になるまで炒めます。

②ににんじんを加え軽く炒めたら、スープを加え柔らかくなるまで
火を通します。

にんじんが柔らかくなったら豆乳と牛乳を加えます。

全体に火が通ったら、ブロッコリー・しめじ・コーンを入れ、ひと煮立
ちしたら、塩・コショウ・しょうゆで味付けします。

材 料

み ず ま 高 邦 会 病 院 ＊ 栄 養 室

一口メモ

おねしょについて詳しくは
P７｢おねしょは病気なの？｣をご覧ください

❶

❷

❸

❹

❺
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高木病院は救急告示指定病院です。急患の方は24時間（日曜・祝日を含む）診療に応じます
高木病院小児科では３６５日時間外に対応して、24時間救急・診療を行っています

医療法人社団　高邦会

社会福祉法人　高邦福祉会

学校法人　高木学園

学校法人　国際医療福祉大学

高 木 病 院
柳川リハビリテーション病院
介護老人保健施設　  水 　郷 　苑
み ず ま 高 邦 会 病 院
福 岡 中 央 病 院
ケ ア サ ポ ー ト ハ ウ ス 大 川
高邦会有明総合ケアセンター
　

柳 川 療 育 セ ン タ ー
お お か わ ケ ア ハ ウ ス
　

柳川リハビリテーション学院
福 岡 国 際 医 療 福 祉 学 院
大 川 看 護 福 祉 専 門 学 校
　

国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部

大川市酒見141-11
柳川市上宮永町113-2
柳川市上宮永町269
三潴郡大木町八町牟田1621-1
福岡市中央区大名1-2-45
大川市榎津160-1
柳川市上宮永町277-2
　

柳川市上宮永町284-2
大川市榎津51-8
　

柳川市上宮永町116-1
福岡市早良区百道浜3-6-40
大川市酒見391-5
　

大川市榎津137-1

T E L 0 9 4 4 - 8 7 - 0 0 0 1
T E L 0 9 4 4 - 7 2 - 0 0 0 1
T E L 0 9 4 4 - 7 4 - 4 0 0 1
T E L 0 9 4 4 - 8 7 - 8 8 8 0
T E L 0 9 2 - 7 4 1 - 1 0 4 1
T E L 0 9 4 4 - 8 9 - 5 6 6 0
T E L 0 9 4 4 - 7 5 - 6 5 0 0
　

T E L 0 9 4 4 - 7 3 - 0 0 3 9
T E L 0 9 4 4 - 8 6 - 7 1 7 1
　

T E L 0 9 4 4 - 7 2 - 1 0 0 1
T E L 0 9 2 - 8 3 2 - 1 1 6 6
T E L 0 9 4 4 - 8 8 - 3 4 3 3
　

T E L 0 9 4 4 - 8 9 - 2 0 0 0

がんセンター
早期発見から早期治療まで
検査・診断から最先端治療まで、がんのすべてをケアする医療体制が充実しました。

がん細胞を攻撃する全身的な治療
薬（抗がん剤）を用い、がんの細胞分裂を抑えてがん細胞

を破壊する治療法です。抗がん剤は、静脈に注射するか

内服すると血液中に入り、全身の隅々まで運ばれて体内

に潜むがん細胞を攻撃し、破壊します。

国道208号線
中原交差点

連絡通路

西日本シティ銀行

しげあみ
交差点

駐車場

本館

がん
センター

新館

駐車場
●

受付カウンター

D棟

B棟

外来化学療法室
がんの早期発見に威力を発揮します
『PET-CT装置』は一台でPETとCTの両方の機能を併せ

持つ装置です。超高感度の機能画像を写すPETと高分解

能の形態画像を写すCT、2つの画像の精密に重ね合わせ

ることによりがんの位置や大きさ、形状を正確に画像化

することができるよ

うになりました。受診

される方のからだへ

の負担も軽減されま

した。

PET-CTセンター

からだに優しい切らずに治すがん治療
放射線治療は、熱くも痛くもありません。もちろん麻酔も

いりません。からだに優しく、形態と機能温存に優れてい

ることから、最近注目を集めている治療法です。

高精度の放射線治療装置リニアックの導入によって、病巣

部のみをピンポイ

ントで照射し、がん

細胞を破壊します。

放射線治療室 がんセンター案内図

3F・外来化学療法室
2F・PET-CTセンター
1F・放射線治療室

がんセンター
人間ドック
地域医療連携室

（PET-CTセンター）
（予防医学センター）

TEL0944-87-0043
TEL0944-87-9490
TEL0944-87-0207

■お問い合わせ・予約お申し込み先

リニアック

PET-CT

[柳川雛祭り｢さげもんめぐり｣]  写真提供:柳川市観光協会

ももち浜「新病院」完成へ

高木病院 小児科
「おねしょは病気なの？」

２００９年･年頭所感

高木理事長｢百年の節目｣
健康かわら版｢花粉症｣
高邦会デイサービスセンター


